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情報通信審議会 情報通信技術分科会 

技術戦略委員会（第２９回）議事録 
 

１ 日時 令和３年１２月１日（水） １４時５９分～１７時１４分 

 

２ 場所 ウェブ開催 

 

３ 出席者 

①構成員 

 相田 仁（主査）、森川 博之、上條 由紀子、増田 悦子、秋山 美紀 

 浅見 徹、飯塚 留美、石井 義則、今井 哲朗、大柴 小枝子、沖 理子 

 川添 雄彦、児玉 圭司、児玉 俊介、小西 聡、中沢 淳一、宮崎 早苗 

 森田 俊彦 

 

②オブザーバー 

 伊藤 伸器（パナソニック（株）テクノロジー本部本部長） 

 日高 浩太（ＮＴＴ研究企画部門担当部長） 

 武智 竜一（富士通（株）エキスパート） 

 山田 昭雄（日本電気（株）執行役員） 

 種谷 元隆（シャープ（株）常務執行役員、研究開発事業本部長） 

 浅井 光太郎（三菱電機（株）開発本部開発業務部技術顧問） 

 

③総務省 

（国際戦略局） 

 田原 康生（国際戦略局長） 

 山内 智生（官房審議官） 

 新田 隆夫（技術政策課長） 

 山口 典史（通信規格課長） 

 山口 真吾（宇宙通信政策課長） 

 清重 典宏（標準化戦略室長） 
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 小川 裕之（研究推進室長） 

 古川 易史（技術政策課 企画官） 

 影井 敬義（技術政策課 統括補佐） 

 

（総合通信基盤局） 

 井出 真司（電波部移動通信課 新世代移動通信システム推進室長） 

 

４ 議題 

（１）Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの推進等に関する関係者からのプレゼンテーション 

    ・川添雄彦構成員（日本電信電話（株）常務執行役員、President and Chairperson  

    of IOWN Global Forum、（一社）電子情報通信学会次期会長（代表理事））から説明 

    ・森田俊彦構成員（富士通（株））から説明 

    ・山田昭雄 日本電機（株）執行役員から説明 

    ・種谷元隆 シャープ（株）常務執行役員、研究開発事業本部長から説明 

    ・浅井光太郎 三菱電機（株）開発本部開発業務部技術顧問から説明 

（２）意見交換 

（３）その他 

 

開  会 

 

○相田主査  それでは、本日は、皆様お忙しいところお集まりいただきまして、ありがと

うございます。定刻となりましたので、ただいまから情報通信審議会技術戦略委員会の第

２９回会合を開催いたします。本日の委員会はウェブ会議となりますので、事務局からそ

の補足説明をお願いいたします。 

○影井統括補佐  事務局の総務省技術政策課でございます。 

 会議の円滑な進行のため、構成員及びオブザーバーの皆様におかれましては、御発言を

希望される際は、ウインドー右下の挙手ボタンを押していただき、主査から指名がありま

したら御発言ください。御発言の際には、お名前を冒頭に言及し、可能であればビデオを

オンにしてください。御発言のとき以外は、マイクとビデオはミュートにしてください。

音声が不調の際は、チャット機能を御利用ください。 
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 ウェブ会議上に資料投影いたしますが、表示が遅れることもございますので、事前送付

した資料もお手元で併せて御覧ください。 

 なお、一般傍聴の方々は、ウェブ接続で、音声のみの傍聴となっております。 

 本日は多数の皆様からプレゼンをいただきますので、各プレゼン終了予定の３分前に

１回、終了予定時刻に２回ベルを鳴らします。円滑な会議の進行のため御協力をお願いし

たく存じます。 

 事務局からは以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 続きまして、本日の出欠について、事務局から御紹介をお願いいたします。 

○影井統括補佐  本日は、日本電気株式会社・江村構成員、東京大学・大島構成員、パナ

ソニック株式会社・中山構成員が欠席となっております。 

 また、本委員会のオブザーバーとして、パナソニック株式会社テクノロジー本部本部長

の伊藤伸器様、ＮＴＴ研究企画部門担当部長・日高浩太様、富士通株式会社エキスパート・

武智竜一様、日本電気株式会社執行役員・山田昭雄様、シャープ株式会社常務執行役員、

研究開発事業本部長・種谷元隆様、三菱電機株式会社開発本部開発事業部技術顧問・浅井

光太郎様に御出席いただいております。 

 事務局からは以上です。 

○相田主査  ありがとうございます。 

 では続きまして、本日の配付資料の確認を事務局からお願いいたします。 

○影井統括補佐  本日配付資料につきましては、議事次第に記載のとおり、資料２９－１

から２９－５の計５点となっております。 

 以上でございます。 

○相田主査  配付資料につきまして、よろしゅうございますか。 

 

議  事 

 

（１）Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの推進等に関する関係者からのプレゼンテーション 

 

○相田主査  それでは、議事に入りたいと思います。先ほど事務局からも御紹介がござい

ましたように、本日は、（１）といたしまして、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの推進等に関する関係
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者からのプレゼンテーションとして、資料説明を５件行っていただきます。これらを続け

て行っていただきまして、質疑等は、その後に設けた（２）意見交換の時間に、まとめて

フリーディスカッションという形でさせていただきたいと考えております。 

 それでは、早速でございますけれども、まず、IOWN Global Forum会長、電子情報通信

学会次期会長でいらっしゃいますＮＴＴの川添構成員から、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇに向けた

研究開発戦略について御説明をお願いいたします。 

○川添構成員  ＮＴＴの川添でございます。大変貴重な機会をありがとうございます。本

日は、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇに向けた研究開発戦略、すなわちこの委員会の主題テーマであり

ます技術戦略についてお話をしたいと思います。 

 前回の委員会でも、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの技術戦略ということで御発表がありましたが、

重要だと思うのは、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ、６Ｇにおける日本の成功のイメージって何なのか

ということを、ちゃんとそれを定めた上で戦略を考えることかと思います。前回の御発表

の中では、例えば、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇにおいては、今まで以上に様々なプレーヤーが参画

して、これを利用した新しい産業をつくること、それが成功のイメージということもあり

ましたが、私からは、そこから離れて、日本が世界の中でどういう立ち位置でその辺のポ

ジションを取って存在感を示していくかといったところの、成功のイメージ。これを重要

視していかないと、世界の中で日本の国民が、一番低廉な価格で、品質のいい高度なサー

ビスを受けるというところにつながらないのかというふうに思っていますので、その辺

の話を今日はしていきたいと思います。 

 次のページをお願いします。今見ていただいているグラフは、今回の５Ｇで言えば、日

本のメーカーさんの基地局の市場におけるシェアを見ておりますけれども、御覧のとお

り、日本企業が昔はもっとこの比率が高かったと思うんですけれども、今回こういうよう

な比率になってしまっているということで、先ほど言いましたように、例えば５Ｇのサー

ビスを展開する上で必要な設備投資をするという中で、いかに低廉な価格で、低コストで

こういうシステムを構築できるかといったところにおいては、日本は少し不利な状況に

なっているのかと思います。 

 次のページをお願いします。では、何でこんなふうになってしまったのかということを

分析してみますと、これまでのやり方というのは、確かに技術はいい提案をして、場合に

よっては標準必須特許なんかを数多く取ることを目指していくというところはやってい

たし、さらにその国内市場も見てきたんですけれども、どうしてもそこの部分が中心的に
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なって、右側にあるとおり、５Ｇの勝者たちは何をやっていきたかというと、ある特定の

国だけではなくて、グローバルマーケットにいかにこれを展開していくかといったとこ

ろを見据えてやってきたということと、それから、技術提案も重要なんですが、最終的に

それを開発プロダクトにしていくといったところに対して積極的に投資をしていくとい

うことで、それをなし得た企業がその勝者になったんだろうと思います。すなわち、こう

いう新しいところへリスクテークしていくことが必要であったのではないかというふう

に感じています。 

 次のページをお願いします。その上で、弊社ＮＴＴも、まさに昨日、ｉモードのサービ

スが終了しましたけれども、それまではどちらかというと、キャリアという立場とともに、

システム開発、まさに自社開発なんかを通じてリスクテークをすることを非常に強くや

っていたと思います。ただ、それがガラパゴスというような形になってしまって、なかな

かグローバルに展開できなかったということは、本当に反省すべきところなんですけれ

ども、これをもう１回リスクテークをして、ＮＴＴで言えば、単なるキャリアという形で

あるだけではなくて、開発リスクを背負った形で、さらにそれをグローバルマーケットに

向かって展開していく、それを狙っていくという、そういう形の戦略を立てていかないと

いけないのかというふうに感じております。 

 次のページをお願いします。その上で、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇに向けて、新しいリスクをテ

ークした上でゲームチェンジを引き起こしていくというのはどういう領域があるかとい

うことで、今回御紹介したいのがこの４つの領域です。「ネットワーク領域」「デバイス領

域」「通信装置領域」そして「情報処理の消費電力」という観点で、この後御説明してい

きたいと思います。 

 次のページをお願いします。最初に、ネットワーク領域の話ですけれども、御承知のと

おり、５Ｇから６Ｇに上がるといった中で言うと、ここにあるような形で、より一層の超

高速・大容量とか、あるいは超低遅延とか、いろいろな性能面、機能面で高度化していく

というところはありますけれども、一般的な６Ｇでこれをなし得るところに加えて、今言

ったこの４つの領域でいかにＢｅｙｏｎｄ５Ｇ、６Ｇ、パワード・バイ・Ｘという形で、

いかにそこの部分を日本ならではのこととしてつくっていくのか。標準的な技術をつく

るだけではなくて、いかに差別化できるのかといったところを見いだしていくことが非

常に重要かと思っています。 

 次のページをお願いします。それでは最初に、ネットワーク領域のイノベーションを御



 -6- 

説明したいと思います。６Ｇのユースケースとして、５Ｇでも低遅延化というのが図られ

たし、大容量化、多数の接続ができるようなポテンシャルを持つサービスにということで

なってきましたが、さらにこれが進むということで、先ほど御説明したとおりでございま

すけれども、例えば低遅延といったと観点で見たときに、確かに５Ｇでは無線区間の低遅

延化は図れましたけれども、エンド・エンドでできているかというと、現時点ではなかな

かそれはできていないと思っています。無線区間から、さらに地上のネットワークを通し

て端末からサーバーまで、それを一気通貫して低遅延化するといったところ、こういうと

ころのネットワークの領域、ここにおいてもまだまだやるべきことがあると考えていま

す。 

 次のページをお願いします。例えば、今の５Ｇの仕組みですと、一旦、基地局から先の

地上のネットワークの部分はＩＰネットワークを使っていますけれども、この図のよう

に、例えば、ここの部分はもうダイレクトに光のアクセスでつくっていく。ここでは光の

多段ループという形で、従来のスター型で張っていくような形ではなくて、メッシュでこ

ういうネットワークをつくって、それで基地局などをこうやって結んでいくことによっ

て、トータルの遅延時間を大幅に短縮できるといったような形の、地上のネットワークと

移動のネットワークを融合していくようなアプローチ、こういうものを取っていくとい

う戦略もあると思います。 

 次のページをお願いします。さらにこれができるようになると何がいいかというと、こ

こにあるとおり、ダイレクトでつながっていくということで、必ずしもその真ん中の部分

にＩＰネットワークでベストエフォートの回線が入るわけではないので、例えば医療の

分野で言えば、経済性よりも信頼性が重要だということになれば、それぞれのサービスご

とに重要な要求条件を個々につくることができるというような形になると思います。 

 次のページをお願いします。無線の領域におきましても、今までの例えば周波数に加え

て、新たな周波数を開拓していく。それから、変調方式なんかも含めて、これはＯＡＭ多

重伝送というものを例として挙げていますけれども、こういうものを用いて、世界の中で

まだまだ実現できていない領域の技術を確立していくといったところも非常に重要かと

思っています。 

 次のページをお願いします。さらにこのアーキテクチャで言うと、どうしても今までの

世界は、左側にあるとおり、ＩＰセントリックという形で、最終的にはＴＣＰ／ＩＰプロ

トコルで全てがつながっていくという世界で全てを見ていますけれども、これによって
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多くのプレーヤーが参入して、新しいビジネスをつくるということはできる。そういうメ

リットはありますけれども、先ほど御説明したとおり、右側の世界ですが、それぞれのサ

ービスごとに、それは言うならばデータ・セントリックという形になると思いますけれど

も、それによってつくり出される世界。この中では、必ずしもＴＣＰ／ＩＰプロトコルを

使わずに、その産業ごとに必要な最適なプロトコルを新たに定めてつくっていくと。こう

いうものをＢｅｙｏｎｄ５Ｇの中で実現していくということも考えられるというふうに

思います。 

 次のページをお願いします。引き続きまして、デバイス領域のイノベーションです。こ

れはまさにＩＯＷＮでいろいろ御説明しているところの話なんですけれども、電気と比

較して、光のポテンシャルというのは、ここにあるとおり高いです。例えば、伝送距離を

取ってみても、消費電力は電気に比べてそんなに上がりませんし、動作周波数を上げても

増えないということで、この光の技術をデバイス領域にとにかく展開していくという、そ

ういう戦略でございます。 

 次のページをお願いします。そのためにＮＴＴでも、革新的な光のデバイスを幾つかこ

ういう形で実現していますが、こういうものをベースにして基盤をつくっていくという

ことを考えております。 

 次のページをお願いします。これを今は、光から電気、電気から光といったところで言

うと、この左側のワンコインサイズぐらいのデバイスでその変換ができておりますけれ

ども、これをどんどん基盤の中に、そして最終的にはプロセッサの中にまで展開すること

によって、超低消費電力という形でつくり上げて、これはイコール超低消費電力というの

は、さらにプロセッサなどの処理能力のアップにつながりますので、そういうものを利用

していくということでございます。 

 次のページをお願いします。次に、通信装置領域のイノベーションを御紹介したいと思

います。今回の５Ｇでも、先ほど言いましたように、多額の投資をして勝者になったメー

カーさんたちは、結局その複雑化した機能を専用ＬＳＩという形で実現して、しいてはそ

れが専用のハードウエアになってきたと。それによってそのシェアを取ることができた

ということだと思うんですけれども、これも、今後さらにＢｅｙｏｎｄ５Ｇになると複雑

化すると思います。そうなってくると、結局巨大なＬＳＩをつくれるか、それに必要な投

資ができるかというところになってしまうので、どこかで限界を迎えると思います。 

 一方で、こういうものではなくて、汎用のハードウエアを使ってほとんどのものをソフ
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トウエアで実現するというアプローチがございます。ただ、このアプローチは現時点でど

ういう状況かというと、例えばＣＰＵの能力不足とか、あるいは機能のボトルネックとな

る処理が、それがクリティカルパスとなって制約を受けて、性能面でどうしても専用のハ

ードウエアに勝てないということで、結局オペレーターたちは専用ハードウエアを使う

アプローチに行くということで、ｖＲＡＮという構想でいろいろ今も取組が出ています

が、ここが大きな課題だと認識しています。 

 次のページをお願いします。それに対して、先ほど御紹介した光電融合と呼ばれている

新しいデバイスのニーズを投入することによって、超強力な、ホワイトボックスと書いて

ありますけども、これが本格的なｖＲＡＮ、バーチャルＲＡＮにつながっていくと考えて

います。どうしても専用ハードウエアでできている左の世界でその性能を凌駕するため

には、デバイスレベルでの高機能化、高度化を図りながら、それを可能な限り汎用的なも

のにしていくと。そして、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇなどで必要となるファンクションは、ソフト

ウエアで定義して実現していくことによって新しい経済合理性を見いだしていくことに

よって、これをもってもう１回、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの時代においては、日本が存在感を出

していくというような内容でございます。 

 次のページをお願いします。次に、情報処理の消費電力という観点でお話をしたいと思

います。御承知のとおり、今やデータ量がとにかく、インターネット上でもそうですし、

いろいろなサーバーの中でも増えてしまい、そしてＩＴ機器の消費電力が上がっている

という状況の中、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇにおいてさらなる高機能化を図っていくとなると、当

然ながらこのカーブはもっともっと上がることになります。ですから、これを解決しなが

らＢｅｙｏｎｄ５Ｇ時代を迎えなくちゃいけないということをよりよく考えるべきかと

思っています。 

 次のページをお願いします。そのために取れる戦略としては、まさにこれもＩＯＷＮで

言っているところの技術でございますけれども、可能な限り光の技術を使って、今の世界

は左側にあるように、処理能力が足りないと、複数のサーバーを利用してそれをつなげて

やっていくという電気の世界のコネクションだと、どうしても処理限界がそれぞれある

し、サーバーごとにこれを固めていく必要があるので、電気もより一層必要になってしま

うということに対して、右側の世界でＣＰＵとかメモリをダイレクトに光で結んでいく

と、実は光でつなげることによって物理的な、地理的な条件、必ずしもそこの１か所にこ

れを全部固める必要はなくて、光ファイバーで結んでいけば、物理的には離れているんだ
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けど、一つの大きなコンピューティング処理ができるプラットフォームになっていくと

いうふうに考えられます。 

 次のページをお願いします。これができるようなると、このとおり地産地消のエネルギ

ーが使えるということですよね。どうしても１か所集中で、基地局の処理とか、あるいは

そのさらに上のサービス、アプリケーションを処理していくとなると、どうしてもその１

か所でエネルギーを必要としますが、こういう光のアプローチで分散していくと、地産地

消のエネルギーが利用できるということで、まさに全体としての低消費電力化、グリーン

化ができるということで、これも要は、新しいアプローチとして打ち出していくというの

が一つの戦略かと思っております。 

 次のページをお願いします。最終的にはその究極としては、地上だけではなくて、まさ

にＢｅｙｏｎｄ５Ｇ、６Ｇで議論されている超カバレッジというものを考えていくと、地

上だけではなくて、宇宙空間も利用してそこに基地局を配備し、あるいは場合によっては、

データーセンターも置いていくということによって、宇宙空間上で必要なエネルギーも

調達して、地上系とは独立した形でこういうインフラをつくっていくと。こういうものを

いち早く世界の中で示していくということも大きな戦略かと考えております。 

 次のページをお願いします。今まで御紹介したこの技術は、ほぼＩＯＷＮで御説明して

いる内容でございますけれども、このIOWN Global Forum、昨年の１月に設立して、僅か

２年足らずで、今や８０社近くの主立ったＩＣＴ企業が参画しておりますが、この活動を

ぜひ日本としてもうまく利用していっていただきたいと思っています。この中でできる

ことは、必ずしも日本だけではできないことも含めて、こういう新しいグローバルな企業

とのコラボレーションをもってつくり上げる世界だというふうに思っていますので、こ

れをもって新しいゲームチェンジを引き起こしていくことが可能ではないかと考えてお

ります。 

 次のページをお願いします。ＮＴＴは、ＩＯＷＮを中心に今回のＢｅｙｏｎｄ５Ｇ、６

Ｇも捉えていきたいと思っていまして、その中でやるべきこととしては、今日御紹介した

ようなインフラの部分と、それからさらにそれを利用したサービスのプラットフォーム

の部分、ここではＢｅｙｏｎｄ５Ｇ時代では移動と固定がより一層融合していくでしょ

うし、新しい形でのネットワーク・アーキテクチャを含めたオペレーション、そういうも

のも出てくるし、宇宙を統合していくというような話もある。さらにその上には、新しい

価値が創造されていくと思っていますので、この領域も含めて研究開発、さらにその技術
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開発を進めていくというようなことを考えております。 

 以上、ＮＴＴからの説明でありました。よろしくお願いいたします。 

○相田主査  どうもありがとうございました。 

 それでは、続きまして、富士通の森田構成員から、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ時代にむけた研究

開発戦略についてということで、御説明をお願いいたします。 

○森田構成員  富士通株式会社・森田でございます。本日はこのような機会をいただきま

して、誠にありがとうございます。私からは、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ時代に向けた富士通の研

究開発について御説明いたします。 

 次のページをお願いします。初めに、会社全体の状況を絡めて御説明いたしますが、私

たち富士通は、イノベーションによって世界に信頼をもたらし、世界をより持続可能にし

ていくというパーパスを宣言しまして、現在その実現に向けた大変革を進めております。

その一環として、この１０月に新しい事業ブランドとして、Fujitsu Uvanceを発表しまし

た。「Uvance」とは、universalとadvanceを組み合わせた造語でありまして、あらゆるも

のをサステナブルな方向に前進させるという意味を込めたものです。今後はこのブラン

ドを起点に、お客様の先にある社会課題の解決にフォーカスしたビジネスを強力に推進

していこうと考えております。 

 次のページをお願いします。このスライドは、先ほどのFujitsu Uvanceのブランドの下

で、今後全社として注力していく７つの重点分野を示したものです。２０３０年の世界を

想定しまして、取り組むべき課題や方向性について考えた結果、ここにありますVertical

領域として４つの領域、それからHorizontalとして３つ、計７つを重点注力分野として定

めました。 

 Verticalは業種的イメージで捉えていただいて結構なんですが、クロスインダストリ

ーな傾向が強いといいますか、イノベーションはクロスインダストリーなところから出

てくる傾向が強いので、またがったイメージ、中身になっております。例えば、一番左の

Sustainable Manufacturingでは、環境と人に配慮した循環型でトレーサルなものづくり

ということなんですけど、具体的には、レジリエントな製造のサプライチェーンとか、業

界横断での需給最適化、廃棄ロス削減等を目指して進めていきます。 

 左から２番目のConsumer Experience、ここでは生活者を中心とした多様な体験、決済・

小売・流通、この領域なんですが、ここは消費体験、革新はもとより、環境負荷を抑える

ような流通、エンド・ツー・エンドでの流通、それからデジタル通貨に情報も併せて載せ
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て流通させる新たな経済圏、ブロックチェーンをベースとした経済圏の実現等を目指し

ています。 

 そして３つ目、Healthy Livingですが、ここはあらゆる人々のウェルビーイングな暮ら

しをサポートということですが、ヘルスケアがもっともっと生活に溶け込むためのシス

テムとか、医療分野では創薬あるいは予防医療、この辺の技術、さらには、ライフサイエ

ンスに基づいて、一人一人が自律的に健康に関する意思決定ができる世界を実現したい

と考えています。 

 最後に、Trusted Society、これは文字どおり、安心・安全でレジリエントな社会づく

りということでありますが、キーワードはデータドリブン、データを中心に安全・安心な

まちづくりを進めるための技術。それから、人と人のつながり、これをいろんなしがらみ

とか社会構造を超えてつないでいくような仕組み等を実現していきます。 

 弊社は、これから経営リソースをこの７分野、説明が遅れましたが、Horizontalは、業

種を依存しないデジタルシフト等々の事業領域になります。この辺、７領域に経営リソー

スをこれから集中していって、２０３０年の世界というのは、実はもうそんな遠くなくて、

相当急いでリアリティーを持って進めなければいけないという、緊張感を持って本気で

これを実現していくということ、しかも、それをグローバルでビジネスにしていくという

ことを目指して、全社一丸となって取り組もうとしています。 

 次のページをお願いします。技術面では、Fujitsu Uvanceを支える技術領域としては、

ここにあります５つ、５領域に集中していきます。Computing、ここでは計算需要もどん

どん増えてきていますから、デジタルアニーラとか量子コンピューティング、この辺の技

術開発を進めていきます。Networkはこの後詳しく説明しますので飛ばしまして、ＡＩ。

ＡＩは、社会や企業の意思決定を支えるＡＩということで、人との協働を支える説明可能

ＡＩ、ＸＡＩとか、未来の予測に関するＡＩ、信頼できるＡＩの技術開発を進めます。そ

れから、Data & Securityと書きましたが、守りのセキュリティーだけじゃなく、データ

をつないでいく積極的な意味でのセキュリティーの技術として、キーワードはゼロトラ

ストコラボレーション、クロスインダストリーでゼロトラストの中でもコラボレーショ

ンができるようなセキュリティー技術ということで、Trust as a Serviceという言葉を

置いていますが、企業間の取引を安心・安全にやるためのトランスペアレントな仕組み、

トラストの仕組みをつくったり、ブロックチェーンの展開、デジタルアイデンティティ

等々を開発していこうとしています。一番右は、Converging Technologiesと申しまして、



 -12- 

これは聞き慣れないと思うのですが、これはデジタル技術と人文社会科学との融合を進

めようというものです。これは端的に言うと、人とか社会というものにこれから技術はま

すますアクセスしていかなきゃいけなくなるわけなんですけれども、そういったときは

技術を押しつけるだけでは駄目で、人の心理面、あるいは社会の受容性、そういったもの

を併せて考えていかなきゃいけないということで、行動心理学とか社会科学等々の知見

と融合していく研究開発、これがConverging Technologyです。 

 全体として、裏側にメッシュのような網目が書かれていると思うんですけれども、これ

ら５つは独立に発展するのではなくて、絡んでいきます。コンピューティングとＡＩは、

もう今や切っても切れないですし、ネットワーク領域においても、当然ＡＩが入っていっ

たり、セキュリティーを考えていかなければいけません。これらを連携して進めていくと

いうのが我々の基本的全体感です。 

 次のページをお願いします。ここからネットワークについて説明します。ネットワーク

領域の技術の基本的戦略は、１行目に書いていますが、エンド・ツー・エンドで仮想化さ

れたクラウドネイティブ・ネットワークを世界中で利用可能にするというものです。軸と

しては３つ、オープンネットワーク、それからインテリジェントネットワークオーケスト

レーション、そしてグリーン技術、この３本になります。 

 以下、この考え方に至った経緯などを説明いたします。 

 次のページをお願いします。まず、ネットワークを取り巻く状況の弊社としての認識で

ありますけれども、今、企業とか自治体でのネットワーク利用がどんどん増えてきている

と。しかも、これは今後も加速すると認識しています。小さいポツの２個目のテレワーク

等による情報システムももちろんあるんですが、第１には、ポツ１の業務システムの中で

使われる、あるいは企業が提供する製品やサービスの中で、新たなネットワークの活用が

どんどん進むと考えています。そうしますと、この潮流においてネットワークに求められ

るものというのは、顧客企業が必要とする要件、性能や品質をきちっと低コストで、性能

に見合うコストで提供していくと。これが最も重要なことになると考えています。 

 ベストエフォートに加えて、要件に合わせた提供ということが今後重要になってくる

と。もちろんエンド・エンドの管理や環境負荷も重要なことだというふうに認識しており

ます。 

 次のページをお願いします。例えばですが、これはローカル５Ｇの事例なんですけれど

も、総務省さんに御支援いただいて進めているものですが、鉄道で、今まで保守は、ここ
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の写真にありますように、人が現場へ行って点検したりするわけなんですが、将来は電車

に乗せたカメラで走りながらリアルタイムに点検する、ＡＩを使って点検する、ここに無

線が活用されようとしています。 

 次のページをお願いします。これはガス工場の保守関連なんですが、ガスの漏えいをこ

の広い敷地内で検出するために、ロボットを使ってセンサーを乗せて漏えい検知を自動

でやっていくというようなことの中で、広い敷地をカバーするために５Ｇが使われてい

ます。 

 これらの事例は、ローカル５Ｇの世界だと分けて捉えることももちろんできるんです

が、むしろそうではなくて、ネットワークの活用可能性はこういう領域にまだまだ広がる

余地があると。もっともっと広がっていくと。それがＢｅｙｏｎｄ５Ｇでますます加速す

るというふうに捉えるべきだと、弊社としては考えております。 

 次のページをお願いします。そういった中でアーキテクチャなんですが、先ほど言った

顧客企業の要件に合わせてネットワークを提供するためには、アーキテクチャとしては、

ディスアグリケーション、すなわち要件に合わせてエンド・エンドで機能を最適に用意で

きるようにするということが必要になると。この図にありますように、従来一塊だったア

プライアンス型のものを分解して、要件に合わせて再構築できるようにする。それをしか

もクラウド上で組み合せ、展開できるようにするということが重要である。これが先ほど

技術戦略として申し上げた、エンド・ツー・エンドで仮想化されたクラウドネイティブ・

ネットワークということの技術的な意味になります。 

 次のページをお願いします。以下、実現に至るための３軸を、２０２５年に向けて進め

ているこの３つの軸を個別に説明いたします。 

 次のページをお願いします。１つ目は、オープンネットワークということで、ここが中

核をなすのは、皆さん御存じのソフトウエア基地局でありまして、Ｏ－ＲＡＮとも連動し

た取組になります。しかも、そこにはコンピューティングの技術との合わせが非常に重要

で、そこを融合させて、サービスニーズにしなやかに対応できるモバイルネットワークの

構築を目指すというのが１つ目です。 

 次のページをお願いします。ネットワークオーケストレーション。ベンダーごとにクロ

ーズしていた運用管理ではもちろんなく、マルチベンダー対応を一層進めていく。と同時

に、ワークフロー起点で、ＡＩも加えて様々な運用管理の自動化を進めていくというのが、

このネットワークオーケストレーションの自動化の基本的な考え方であります。 
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 次のページをお願いします。グリーンは２つ、光と無線とありますが、まず光につきま

しては、テラビット級の光伝送システムやデバイスの開発を、特に省電力に力点を置いて

進めるという考え方です。現在進めております下段に書きましたプロジェクトにおきま

しても、性能を４倍以上高めながら、同時に電力を半分にするという画期的な結果を出そ

うとしておりまして、今後もこのように性能を出しながら省電力もきちっと併せていく

という、さらにはそれをオール光に向けて進めていくということが、この領域の基本的な

考え方となります。 

 次のページをお願いします。グリーンの無線側ですが、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇということで

すので、化合物半導体、すなわち窒化ガリウムやインジウムリン、これらの本格活用に向

けた技術開発を一層強化していきます。ＧａＮ－ＨＥＭＴに関しては、弊社、グローバル

に強みがあると考えておりますので、これを活用して小型化と低消費電力化に対応する

高周波無線ユニット実現を目指していきたいというのが基本的な考え方です。 

 次のページをお願いします。以上、弊社の技術戦略、簡単でありますが、御説明しまし

た。 

 最後に、ここでは、国やオールジャパンでやっていくべき取組について、意見を述べさ

せていただきます。弊社としましては、先ほど御説明しました企業によるネットワーク活

用の進展という観点に加えて、経済安全保障、ベンダーロックインリスクの観点からも、

ネットワークのオープン化、ディスアグリゲーションが重要と捉えています。 

 標準化の話が前回も出ていますが、標準化におきましても、オープンなネットワークに

おける標準化、３ＧＰＰにおけるインターフェース仕様に加えて、より装置内部の機能間

や実装レベルの標準化を考える必要があるのではないかというふうに考えております。 

 その上で、国、オールジャパンでやっていくべき取組としましては、まずはオープン仕

様の浸透や国際標準化に向けた働きかけ、端的にはＯ－ＲＡＮを国際標準にしていくこ

とに関する議論を進めなければいけないのではないかと、まず思います。 

 さらには、オープンネットワークに対する研究開発や検証センター支援、それから優遇

措置がありますが、一番下、知財の在り方と書いていますが、情報系では、Ｗ３Ｃのよう

なライセンスの無償化もやっております。そこまで行かなくても、ライセンス障壁を下げ

るというような、新たな仕組みづくりというのも議論を始めるべきではないかと考えて

おります。 

 最後のページ、１枚めくっていただきますと、締めですが、弊社はこれからもＢｅｙｏ
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ｎｄ５Ｇ実現に貢献してまいりたいと思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、日本電気の山田執行役員から、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ実現に向けた

研究開発の取り組みということで、御説明をお願いいたします。 

○山田オブザーバー  ＮＥＣの山田でございます。それでは、私から、弊社の研究開発活

動の概要について御説明させていただきたいと思います。本日は、このような貴重な機会

をいただき、誠にありがとうございました。 

 私からは、研究の背景になっているビジョンと、具体的にどういう方向に従って研究を

しているのかという実例を幾つかご説明し、最後に、知財・国際標準化の問題について簡

単に触れたいと思います。 

 まず、大上段ですけれども、我々がネットワークの進化をどのように考えているのかと

いうのをまとめたものです。電話網をグローバルに構築しようということで始まった第

１世代、テレコミュニケーションの時代、そして次に、人だけではなくてマシンというも

のが通信の新たなプレーヤーとして参画した、コンピューターとコミュニケーションが

融合した第２世代、当社の言葉で言うと、Ｃ＆Ｃの時代です。そして、今、第３の進化形

として、オープン・アンド・コネクティビティの時代であると、このように考えています。 

 オープンな環境においてあらゆるものがつながるコネクティビティの時代、こんな世

代ができましたら、ダイナミックにコントローラブルで、なおかつ分散しているというこ

とを何も意識しないで済むような、新たなＩＣＴプラットフォームができる。このプラッ

トフォームを使って私たちは、様々なパートナーとともに社会の課題を解決していきた

いと考えています。 

 当社、中期経営計画の中で、３つの事業注力領域を出しております。その１つは言うま

でもなく、グローバル５Ｇということで、ネットワークのシステムビジネスでありますが、

ほかの２つのところ、デジタルトランスフォーメーションに関わるところにおいても、こ

のネットワークのテクノロジー、先進的なネットワークというのは、それを支える中核的

な技術であるという意味で、弊社の全技術領域に関係する中核的なものと、理解をしてお

ります。 

 次のページをお願いします。先述しましたように、ネットワークだけではなくて事業を

考えたときに、当初アプリケーションレイヤーのデジタルトランスフォーメーションと
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いうことも考えなければいけないわけですが、デジタルトランスフォーメーションにお

いては、サイバーフィジカルシステムを標準的なフレームワークとして活用しておりま

す。様々な情報を集め、高度な分析を通して、実世界の変化が分かるようなモデリングを

してあげるということ。モデリングができれば、シミュレーションを行うことによって未

来の予測ができるので、望ましい未来が来そうであれば、それをいち早く拡大するには一

体何をしたらいいのか。望ましくないのであれば、そのリスクに対してどうすればいいの

か。アクションとして何をすべきかというのをＡＩを使って検討し、それを実世界に戻し

て実行するという、一連の流れを考えています。 

 このフレームワークにおきましては、ネットワークは情報の収集基盤でありますが、そ

れだけにとどまらず、高度なモデリングをするために必要な計算リソースのアグリゲー

ションをする基盤であり、さらに言えば、ＡＩがつくったリコメンデーションをアクショ

ンとして実世界に戻す。時間が手後れになってからでは遅いので、リアルタイムに届ける

ため、こういう意味で極めて重要な役割を果たしているということです。 

 この視点に立った上で、私たちはこの未来のネットワークが果たす役割というのを、

「人間・空間・時間を」超える”テレＸ社会”ということで位置づけました。「人間を超

える」というのは、先ほど言いましたようなＡＩがリコメンドしてあげることによって、

人間ができなかったもの、あるいは可能性というのが無限に広がるような社会、これを実

現したいということ。また、「時間を超える」ですが、実世界のモデリングをすることに

よって未来を知ることができ、また過去の知見にタイムリーにアクセスすることによっ

て、それを徹底的に活用できるような時代をつくると。そして最後は、基本的なネットワ

ークの機能であります物理的な制約を乗り越えると。さらに言えば、フィジカルな制約も

乗り越えたいという意味で、リアルとバーチャルという区別さえも克服したような新た

な世界をつくりたい、そういう思いで研究開発を進めております。 

 以上を踏まえまして、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ実現におけるネットワーク領域の研究開発の

状況を模式的に表したのがこの図です。基本的な広帯域だとか、そういったものはもちろ

ん行うのですが、私たちが今、重視しているものの一つは、この横軸にあるようなカバレ

ッジというのを、全地球、もっと言えば全宇宙のワイドにいかにして確実に広げていく。

これによって、ＣＰＳを通したサービスというのを必ず、いつでも、どこでも提供できる

ような状況をつくるということ。 

 もう一つは、高度なアシスタントを可能にするための多様な情報をシンクロナイズし
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た形で集めるための仕組みづくり、また、その莫大な情報からアクションプランという一

種の組合せ問題を解いていくために、最適化問題ですが、それを解いていくために必要な

コンピューティングのリソースを、分散コンピューティング上に仮想的に構築すること。

この２つが大きな方向性で、これを私たちは、無線通信技術の進化というインフラのレイ

ヤーと、ＤＸを支えるサービス基盤のレイヤーの２つに分けて考えています。 

 次に総務省様の御支援をいただいて、何をやっているのかということを取りあえずマ

ップにしてみたのがこの図でございます。Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇに向けた技術領域の中で、

我々は特に、国の支援を受けて強力に進めている領域としては、超高速・大容量、超低遅

延、そして拡張性というところが中心になっています。他のところはやっていないかとい

うと、もちろんそういうわけではなくて、これは後ほど言いますけれども、我々が独自に

研究開発を進めなければいけないところということで、アジェンダを立てて実行してお

ります。 

 この中で、まずこの３つの領域について、幾つかピックアップして御紹介したいと思い

ます。 

 まずは、超高速・大容量です。もちろんいろんなことでボトルネックを考えたときには、

無線のところをどうするかというのが大きな問題ではあるのですが、それと同時に、大容

量のものをシンクロナイズした形で集めていく上では、基幹網、光伝送のところをどうす

るかというのも大きな問題ではないか。そこで我々は空間多重の考え方を進めるための

研究開発を進めております。 

 ２つ目の例はアプリケーションの例になるのですけれども、同期型サイバーフィジカ

ルシステム基盤と呼ばれているものでございます。我々、今日はアプリケーションを用意

はしてこなかったのですけれども、例えば、ロボット制御みたいな、実世界でリアルタイ

ム性というのが極めてクリティカルになる用途というのを、これからのＢｅｙｏｎｄ５

Ｇでの中心的なアプリケーションとして考えています。それを実施するためには、ネット

ワークというのは、いろんなトラフィックが集中したとき、負荷が増えるときにどうなる

かということも考えた上で、先回りをして確実にアプリケーション、ユーザーが必要とす

るような要求水準というのを満たさなければいけない。そのための先読み及び統合制御

というのを、このフレームワークを使って検討をさせていただいております。 

 ３つ目は、カバレッジにも関係しますけれども、次世代のモバイル通信ということで、

端末は動く、でも基地局は動かないという時代から一歩進んで、基地局と端末が相互に移
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動するような、そんなモバイル環境下で、安定的かつ高速で品質が一定のネットワークと

いうのを提供するためにはどうすればいいのか。ここでは５次元の無線、何のことかとい

う感じですけれども、空間的なもの、あるいは周波数的なもの、それから時間的に利用状

況がどうなるのかというのを定格に、状況を把握するだけではなくて、予測をすることに

よって、それを避ける形で必要なネットワークリソースをアグリゲートしてアサインも

していく。そのような新しいネットワークについて、御支援をいただきながら進めていき

ます。 

 以上が、今現在、総務省様の御支援をいただいて進めている研究開発の大きな方向性で

す。じゃあ、ほかも含めてＮＥＣは一体どんな価値観を持ってやっているのかということ

ですがこれを私は、今回は３つの価値観でまとめてみました。１つ目はより安全にという

こと、２つ目はよりグリーンにということ、３つ目は、、より使いやすい、よりユーザー

フレンドリー、さっきのエンバイロメントフレンドリーに対して、ユーザーフレンドリー

なネットワークをつくっていくための研究開発です。 

 これをそれぞれ、先ほど①、②という言い方をしましたがネットワークのインフラスト

ラクチャーを変えるためにはどうすればいいかという活動と、それから、サービスの基盤

をつくるためにはどうすればいいかという、２つのレイヤーに分けて研究開発を進めて

います。 

 今日はこの中で、①の無線通信の話だけを持ってきておりますので、簡単にサービス基

盤を申し上げますと、「より安全に」という視点と、ライフタイムを通したセキュリティ

ーの担保というのに取り組んでいます。サイバーセキュリティーで、オペレーションのと

きに何かがあったときにアラートを上げる。あるいは、事後的に封鎖をして被害をミニマ

ムに抑えるというだけでは、もう不十分な時代。設計、調達、構築、運用、最終的には廃

棄や保守に至るまで、この一連の流れ全体を通してセキュアな状態を確保するにはどう

すればいいのか。経済安全保障の観点も入れながら、それを支えるための技術開発を進め

ています。この一端となるテクノロジーを先日、ＮＴＴ様と共同でリリースもさせていた

だいております。 

 また、「よりグリーンに」のところについては、これはＮＴＴ様、富士通様と共通する

要素かと聞いていて思っていたのですけれども、レイヤーをまたいだエンド・ツー・エン

ドのシステムの最適化というのを行うと。先ほど、総務省の支援をいただいて似たような

ことをやっているというふうに申し上げましたけれども、コンピューターとネットワー
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クの協調動作というだけではなくて、アプリケーションレイヤーまで含んだ上で、全体の

様々なアプリケーションが同居する関係で、お互いが譲り合いつつ、必要なサービスレベ

ルを担保するにはどうすればいいのか。こんな複雑形の最適化というのを進めておりま

す。 

 また、「より快適に」というところでは、サービス、アプリを何かつくりたいと思った

ときに、私たちは自動設計技術という形で、複雑系のＩＣＴシステム、ネットワークも組

んだシステムというのを自動推定するテクノロジーというのをつくっているのですけれ

ども、これはもっとダイナミックに発展をさせて、何かをやりたいと思ったときに、ネッ

トワークの最新性はもちろん、それだけではなくて、必要なコンピューティングリソース

のアグリゲートまで含めて、全体をオン・ザ・フライでやってくれる、自動的にアシスト

してくれる、メカニズムの開発を進めております。 

 ①につきましては、この後１枚ずつで御紹介していきたいと思います。 

 次のページをお願いします。まず、セキュアなネットワーク。ここは何といっても、量

子通信のテクノロジーをどうするかというのが、我々にとって現状、最も重要な課題とな

っております。弊社の場合、ＮＩＣＴと共同でこの分野、研究開発を進めさせていただい

ております。量子通信というのは、今世界中で開発競争等が進んでいる領域ですけれども、

まさに国家の安全保障に関わるところであると思います。国家の総力を挙げてここ一、二

年が勝負の年、強力に進める必要があると認識しております。 

 一般には、この量子通信のところで競争が繰り広げられている主要な論点というのは、

いかに長距離にわたって鍵配送、量子鍵配送を行うかというところが論点ですけれども、

我々、それも大事だと思っているのですが、もう一つ、これを特殊用途における安全性だ

けではなくて、より汎用的に、より広いインダストリーで安全性を確保するためにという

ことで、低コスト化というのを大きなテーマに掲げて、研究開発を進めております。 

 次はグリーンのネットワークです。グリーンのネットワークのところでは、光とかとい

う話、デバイスという話がこれまでに出てきましたけれども、それだけとどまらず、例え

ばこれは右側だと、Ｏ－ＲＡＮの制御と書いてありますけども、ＤＵでやらなければいけ

ない制御のための計算、ここで費やしている消費電力を減らすにはどうすればいいかと

いうことで、ＡＩを使ったリアルタイム学習において、エンドユーザーの要求を確実に満

たしながら、圧倒的に省電力化するテクノロジーを開発、商品化を進めております。 

 また、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇで通信局がマイクロ化していく中で、カバレッジが狭くなって
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しまう問題を解くために、ＲＩＳという名前で、パッシブなデバイスを使ってこの帯域を

拡大する。単純にパッシブだけではなくて、それをＲＵ、ＤＵの制御と掛け合わせること

によって、動的にコントロールすることで、最小限の無線リソースを使って通信を確保す

る、これも進めております。 

 それから、これはデバイスで、皆さんが言っていることと同じですけれども、ここで取

り上げさせていただいたのは、ＤＵとＲＵの間のところ、光通信を使ってやっていくので

すが、ここのところに多重空間をつくることによって、恐らく、２５倍ぐらいの省エネ化、

まとめるという効果が出てくるのではないかと思います。 

それから、「より快適に」ということで、帯域を広げるためのＭＩＭＯです。ＭＩＭＯと

いっても、私たちが特に注力をしようとしているのは、高精度化をするために時間制御を

いかに正確にやるのか。より細かな時間制御をすることによって、スポットの揺らぎとい

うのを抑えることによって、より広帯域な帯域提供というのが可能になるだろう。そこで

原始時計みたいなものを極めて格安、小型に提供するためのテクノロジー。通信からは離

れるのですが、通信に大きな影響を与える技術開発にも取り組んでおります。 

 以上を踏まえて、私たちの研究開発における課題と。戦略というWhatではなくて、How

を幾つか挙げさせていただきました。いろいろなことをやっているのですけれども、皆様

と一緒に進めていくに当たって、やりにくいところがあるかと思っているところとして

は、まずは研究目標の設定というのを固定的に過ぎるかという思いもあり、もう少し定期

的に、ダイナミックに見直すような仕組みというのも導入が欲しいと。そうすると、より

産業界にとって使いやすい形になるのではないかということ。それから２つ目は、研究パ

ートナーをもっと動的に変えていきたい。初期の段階、進んでいく段階、それぞれで必要

とするパートナーが変わってきます。それを大きく追加できるような仕組みは、考えてい

ただければと思っています。 

 また、フィードバックにつきましても、学術的な視点だけではなく、産業界の視点とい

うのをもっともっと取り入れていただきたいと考えております。 

 最後、知財の問題です。当社、これまで言ってきたことと同じことですが、５Ｇ及びＢ

ｅｙｏｎｄ５Ｇで我々がやっていることというのを技術で書くと、こんなようなマップ

で描けます。このマップを支えるために知財をどうやって確保していくのかと。標準必須

は、もちろんきっちりとやっていくわけですが、それだけではなくて、様々な差別化技術

のコア知財の強化というのを進めています。 
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 知財・国際標準化というのを進めていくに当たって、これも国の御支援をいただきたい

こと、一方的なお願いになってしまいますがまずは知財を各投資をして保持し続けるた

め、そのための財務的な支援というのを検討いただきたいということ。 

 ２つ目は、技術だけではなくてルール形成と。もう一段前段の、世界としての仕組みの

ところまで踏まえて、それを支えられるような人材育成というのを、大学と産学の連携の

中で進めていただきたいと考えます。 

 ３つ目は、前々から言われていることですけれども、標準化、知財の獲得の場面におい

て、グローバルでの議論をリードできるような人材の育成、拡充、これを国の御支援もい

ただきながら進められればと考えております。 

 以上、私から、当社の技術ビジョンと、研究開発として何をやっているのかという方向

性の話、最後に、幾つかお願い事項と期待を述べさせていただきました。 

 以上でございます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、シャープの種谷常務執行役員から、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ時代の社

会変革に向けたオフェンスとディフェンスについてということでお願いいたします。 

○種谷オブザーバー  ありがとうございます。では、私から、今御紹介いただきましたよ

うなタイトルで、今日はお話しさせていただこうと思うんですけれども、今までお話しい

ただいた内容も非常に参考になりました。 

 一方、私どもの会社の性格上、どちらかと言いますと、エンドユーザーから見たＢｅｙ

ｏｎｄ５Ｇということで、ラストワンマイルというか、無線通信を含めた世の中の変革、

社会の変革に対してどのようなことをしていくべきかということを、少し私見も交えて

今日はお話をさせていただきたいと思います。 

 次、お願いします。今日は、このようなタイトルでお話しさせていただくんですけれど

も、まず、この辺りはもう皆さんもよく御存じのとおりでして、エンドユーザーから見ま

すとスマホであったりとか、ベースは携帯電話から始まったこういう無線通信の世界な

んですが、今まさに５Ｇが始まる中で、社会インフラとして発展をしていこうということ

が少し出始めていると思いますし、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇになった暁には、まさに社会の基盤

そのものという形にこの部分はなってくるというふうに考えております。すなわち、下に

書きましたように、各端末ごとに判断をした結果をセキュアな無線通信で集約をしてい

くという中で、各国とも、経済安全保障も含めて、非常にこの部分に力を入れながらも、
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非常にセンシティブな内容ということになってくるんだろうと思っております。 

 次、お願いします。これは、今後の無線通信デバイスの数を見たのが左下のグラフでし

て、２０３０年、ここまでの予測はあまり公のものではなかったので、２０２５年ぐらい

までの予測を弊社なりに予測をしたということなんですけれども、世界中で５０億個ぐ

らいのデバイス、これでも少ないかもしれないですけれども、このような無線デバイスと

いうものがどんどん広がっていく。特に、ＩｏＴ向けのセンサーであったり、ＩｏＴ向け

の関連の通信デバイス、この部分が急激に発展をしていくというふうに見ております。 

 右のマップの中では、通信のレートを横軸、縦軸に遅延の時間というのを置きまして、

それぞれのユースケースをマッピングしているんですけれども、特にこのオレンジ、真ん

中に書いた領域、この部分が非常に大きな数の通信のデバイスの需要が出てくる。すなわ

ち、この社会を形づくっていくベースがこういう領域にあるんじゃないかというふうに

見ております。 

 次、お願いします。では、このＢｅｙｏｎｄ５Ｇの特性を生かしたセンシングデータ社

会はどんなイメージになるのかということで、何枚か絵を描いてみました。この辺りは、

皆さんもよく目にしておられるという中で、ドローンも含めて、様々な機器が無線でつな

がっていくということなんですけれども、これだけを見るとＬＴＥでもできるじゃない

という世界だと思うんですが、さらに密度が広がっているというのが我々の予測でして、

例えば、この中から車とか人をズームアップしていくと、こういう中で、交通ということ

で言いますと、当然ながら道路、標識、信号、そういうものにもセンサーが埋め込まれ、

または情報発信源が埋め込まれていく、こういうものがＢｅｙｏｎｄ５Ｇでつながって

いくという世界がございます。 

 次のページをお願いします。一方、車を見ると、車自身も、今はコネクテッドカーがど

んどん増えている世界の中で、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇになると、多分１００％コネクテッドカ

ーになるとは思うんですけれども、そんな中でも単に車１台が一つの通信網でつながっ

ていますよというだけではなくて、例えばタイヤ回りであっても、またはそれ以外の部分

においても、個別に通信網、ネットワーク網につながっているというような多重のものが、

１台の車であってもたくさんの通信デバイスが入っているというようなことが、Ｂｅｙ

ｏｎｄ５Ｇでは起こるんじゃないかと見ております。 

 まさに、ＬＴＥから５Ｇに移り変わっていく今のこの世の中でも、車はセンターに通信

網、通信ユニットを持っているとともに、ドラレコはまた別の個別のＬＴＥの網につなが
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っていると。様々なそういうこともスタートが起きております。ですから、それぞれ個別

に網につながっていく中で、有機的にそれらの情報を別の観点で処理をしながらも、一つ

の動きをしていく。または、社会の中における車社会、またはモビリティという世界を支

えていく。これがＢｅｙｏｎｄ５Ｇの大きな世界でもあり、これがＢｅｙｏｎｄ５Ｇで言

われている密度を１０倍、１００倍に上げていくという、世界に今フィットした応用なん

だろうと感じております。 

 次、お願いします。一方、人ということにおいても、このような世界、これは絵に描く

と当たり前に見えるんですが、人々が持つものに、いろんなところに今は通信網が入って

いると。ただ、今現在これを実現しようとすると、全て、スマホが１つのハブになって

Bluetoothでつながっているという世界で、最終的にはＬＴＥなり５Ｇでスマホからネッ

トワークにつながるんですが、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇになると、この部分も直接公衆網につな

がっていくという世界がどんどん広がっていくという中で、ある意味、スマホフリーな世

界というのもやってくるというふうに見ております。こういう世界を目指してＢｅｙｏ

ｎｄ５Ｇ、何をしなければならないのかというのも考えていくべきかというのが、我々が

今、進めている研究開発のベースの立ち位置でございます。 

 次のページをお願いします。この部分はビジネスにおけるシーンということなんです

けれども、右上に実はこれ、ＡＲ、ＶＲの絵があるんだと思うんですけれども、心眼で見

ていただければと思うんですが、こういう世界も、当然ながらビジネスの世界においても、

どんどんＢｅｙｏｎｄ５Ｇにおける様々な、我々が得意としておりますディスプレーの

世界も、個別の通信網を持って世の中に出ていく、またはＡＲ、ＶＲの世界においては、

メタユニバースの世界、こういう世界を実現する上でも、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇはなくてはな

らない基盤になると見ております。 

 次、お願いします。では、今お話ししたような、これもアプリケーションということで

言うと、攻めそのもの、オフェンスなんですけれども、こういう社会を日本として世界に

先駆けていち早く実現をしていきたいと思っていますし、それ自体がオフェンスなんで

すが、研究開発の資源を集中させていく領域というのは、国として勝てる領域でないとい

けないと思っていますし、先ほども申しましたように、今この通信領域、特にラストワン

マイルの無線においても、経済安全保障との議論は避けては通れないと考えております。 

 そんな中で、革新的なハードウエア、すなわちＬＳＩも含めたＢｅｙｏｎｄ５Ｇを支え

るためのこういうデバイス、無線のデバイス、そういうＳｏＣをつくりつつ、Ｂｅｙｏｎ
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ｄ５Ｇにフィットした社会をつくっていくというのを、一つのオフェンスとして我々は

取り組ませていただいています。 

 次のページをお願いします。こちらは、このたびＮＩＣＴ様からサポートいただきスタ

ートしましたB5G Software Defined Radio-Platformをつくっていくという研究開発なん

ですけれども、具体的に言いますと、先ほど言いましたように、様々なインフラにこうい

うＢｅｙｏｎｄ５Ｇの通信のデバイスが入っていく中で、当然ながら１０年使い続ける

というものもたくさんございます。そんな中で、企画のリリースに追従できるような、ソ

フトウエアで書換え可能な、または、使うデバイスの応用のアプリケーションの在り方、

またはお客さんの使い方によっては、ソフトウエア自体も、通信のプロトコルのベースも、

幾つかのオプションを書き換えたほうがいいねというようなところも出てくる中で、こ

のようなフレキシビリティーを持った通信デバイス、これが今後の大きな中身になるか

と思っています。 

 現状では、全てのパッケージがＬＳＩとして、例えばクアルコムであったり、メディア

テックから提供されて、実際に使っている部分というのは、そのほんの一部というような

ことの使い方をしておりまして、電力的にも問題ですし、リソースとしても、まだまだ無

駄遣いも多いかと。それに対してＩｏＴの世界では、当然ながら、消費電力は１０分の１、

下手すると１００分の１にこれを抑えないといけないという中で、必要なリソースだけ、

ＩＰだけを実装していけるような、そういう新しいデバイスをつくるということと、これ

を実装するためには、当然ながらエッジのサーバーにおける連携というのも必須でござ

います。そういうエッジサーバーとこのデバイスの連携をする社会、こういうＳｏＣをつ

くっていく中で、日本として、エンドユーザーから見たときの最後のラストワンマイルの

無線というものも日本の中に取り込んでいくということと、社会の中にこれを実装して

いけるような形ということで、小さく左の真ん中辺りに書いているんですが、弊社と東京

大学様、それから東京工業大学様、日本無線様、このグループでタッグを組んで研究開発

を今進めさせていただいているところでございます。 

 次、お願いします。一方、先ほどの新しいアプリケーションであったり、それを支える

プラットフォームとしてのデバイス開発、こういうものがオフェンスであるとすると、一

方、ディフェンスとして考えておかないといけないのはどういうものかというと、何とい

っても、先ほどからお話が出ています国際標準化と、それの特許の保有ということになる

と思います。 
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 次、お願いします。これは直近の３ＧＰＰ、インターフェースの企画ということになる

んですけれども、少なくとも、このラストワンマイルでの企画に対する参加者の人数はど

うなっているのかと。今日の講演をさせていただく上で、私も少しベースを見直してみよ

うと思ってデータをまとめてみました。 

 上が、参加企業ごとの地域の伸び率ということで、２０１９年から２０２１年の２年間

の円グラフの構成図を書いておりまして、２０１９年、赤で書いているのが米国なんです

が、米国が１位、２位が中国、３位が欧州、日本が４位で、韓国が５位と、こういう参加

人数であったのが、直近２０２１年、中国が１位というところで、１位が入れ替わってい

ますねという中で、じゃあ、このシェアがどれだけ変わっていますかというと、中国はプ

ラス９％。それ以外はほとんど変わっていないか、欧州とか米国においては参加者は、減

ってはいないんですけど、シェアとしては落ちていると。 

 実際の伸び率を見てもらうと、下のグラフでして、左側の数字を見ていただきますと、

そこに書いていますが、インドの伸び率が大きいというのは顕著なんですが、まだまだイ

ンドからの参加者の実数は少ないんですが、中国が約２倍ぐらい参加が増えているのに

対し、下にあります欧州、米国はほぼほぼ横ばいということで、全体が増えたのにも関わ

らず、欧州、米州がキープしているという中で、シェアは落ちていますと。日本は比較的

健闘していまして、１.５倍ぐらいということで。ただ、この間、御存じのように、オン

ラインミーティングになっていますので、ある意味、たくさんの人が出られるという環境

になっているということは事実なんですけれども、ただ、皆さんもお聞き及びのように、

今年の２月の中国の全人代で、２０３５年は中国、国際標準でイニシアチブを取るんだと

いう国家戦略が採択をされた中で、中国のこの国際標準に対する動きというのは、ますま

す加速をしてくるというふうに見ております。こういう点からも、先ほど言いましたよう

に、日本でいかにここを勝ち切っていくかということに関しても、今後さらに弊社も注力

しますし、日本としても注力していくべきという内容でございます。 

 次、お願いします。総務省さんで出されているＢｅｙｏｎｄ５Ｇの研究開発の領域とい

うことに対して、我々、もう一つの軸として、実際ディフェンスをしていく中で、国際標

準であったり、国際連携だったり、こういう中で価値観を共有できる国と一緒になって、

この厚みを増していくということをスタートすべきだと思っていまして、例えばＱｕａ

ｄと言われる米、豪、印ですが、こういうところと国際標準をしっかりお互いに補完し合

う形で、または連携し合う形で取っていくというようなことをプラスでやっていくべき
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というふうに考えております。 

 次、お願いします。具体的には、我々、既にスタートをしている部分がありまして、手

始めにと言うとおかしいですけれど、米国と一緒になって、これは総務省さん、ＮＩＣＴ

さんのバックアップをいただきながら、この３ＧＰＰの活動をしっかりと、さらに強化を

していくというところをスタートさせていただきました。 

 次、お願いします。国際標準化の結果として、我々が持つべきアセットというのは、特

許だと思っております。標準規格、特許、ＳＥＰの今、国別シェアを――左側は企業別の

シェアということで、弊社は今グローバルで見ると４％、ドコモさんとほぼほぼ並んで日

本の中ではトップグループということになっているんですけれども、では、国別でこれを

まとめてみると、右上の円グラフのようになりまして、今中国が３７.２％、米国が１６.

４％、日本が９.１％、ヨーロッパは１１.５％で、韓国が２２％ということで、日本は国

別で見て、欧州が国かどうかというのはさておきまして、こういう分け方にすると５位と

いうところで、１０％を切ったというのが今の日本の立ち位置でございます。 

 Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇに向けては、総務省さんから１０％を超えようよというような目標

を出していただいている中で、私として、例えば、日本の立ち位置として、国際の議論の

中でいろんなイニシアチブを取っていくような、そういう立ち位置をしっかりと確保し

ていくためには、１５％ぐらいのＳＥＰのシェアというのを持ちながら、または国際標準

に対する貢献をそこまで上げながら、スタートしていくべきではないかという思いを持

っています。弊社もその中で４％、たかだか４％なんですけど、１％でもシェアを上げら

れないかというようなことは力を注いでいくつもりですし、国の政策としてもぜひこの

部分、例えば中国であればファーウェイ、ＺＴＥの後に、ＣＡＴＴという国の機関も、こ

ういうところのシェアを持っているというところで、トータルが３７％になっているん

ですが、その部分に対しての継続的な議論、さらに新しい動きというのも期待をしている

ところでございます。 

 次、お願いします。こちらは、先ほどのグラフを少し細かく見ているんですけれども、

一番左の濃いブルーのグラフというのが、前のページのグラフそのものでございまして、

右から国別に中国、ＵＳ、ＥＰ、ＪＰそれぞれの特許の数を見ていまして、日本というこ

とで言いますと、ドコモさんも、シャープにおきましても、比較的たくさん出しているん

ですけれども、１位はクアルコム、２位がファーウェイ、３位がシャープ、ドコモという

ような形になっていまして、日本においては当然ながらシェアは多いんですけれども、グ
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ローバルに見ていくと、ＵＳの特許であったり中国の特許、こういう動きのマーケットで

の発言力をしっかり持った上で、我々としては、国際標準の中で日本という立ち位置を明

確にしていくためには、少なくともアメリカと中国の特許、こういうものをしっかりと取

っていかなければならないと。 

 中国の各社がまだまだ、ここを見ると分かりますように、例えばＺＴＥとかＯＰＰＯな

どにおきましても、中国出願が多くて、それ以外の国への展開は比較的少なくなっており

ます。ただ、これは今後、当然ながら１年半の中で国際展開をしていくなり、先ほど２月

に、中国は２０３５年の国際標準を取るんだという国の方針が高らかに宣言されている

中で、当然ながら各企業もファーウェイ並みに国際展開していくという可能性も高いと

見ております。 

 ＯＰＰＯといろんな議論をした中では、なかなかほかの国に出すほどの余力はないん

だみたいなことを彼らは言っていますけれども、一たび中国政府のバックアップなどが

あると、さらに米国特許など、ヨーロッパ特許、日本の特許なども出してくるんじゃない

かというふうに見ていまして、この辺りは要注意であるとともに、日本としても１０％以

上、できれば１５％にいかに近づけるかというようなことを、真剣な議論をしていけたら

と思っていますし、この辺りの民間の努力と国のサポートの連携というところをお願い

したいと思っております。 

 次、お願いします。これは今日の主題とは少しずれるんですけど、私どもがこういう標

準規格、特許を有する中で、この数年、海外の企業との闘いも当然ながらやってきました。

特許を持つ限り、持っているだけでは仕方がないので、これはディフェンスということで

お話ししますけれども、一部オフェンスにも当然ながら使わなければならないというこ

とで、特許のただ乗り、またはＳＥＰのただ乗りみたいなものは許されないので、そこに

対してもできるだけの努力をしている中で、私がイメージしているのは、右側にあるよう

なループでして、当然ながら国際標準を取って、ＳＥＰをたくさん積み上げてシェアを上

げると。 

 ただ、これは持ち続けるだけでは全く意味がないので、日本で言うと、日本の市場は全

世界の５％ぐらいでしょうけど、１５％のＳＥＰシェアを取れると、残りの１０％という

のは海外にライセンスをしていくという活動は当然できるわけです。そこに対してこの

ループを回すためには、特許を取って、活用して、行使をして、時と場合によってはとい

うのは大半の場合なんですけれども、裁判で正当な料金を全世界から回収するいう中で、
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このループを回していくべきだと思っているんですが、このループの中で弱いところが

１つあると、なかなか全体のエコシステムが回っていかないということで、ＳＥＰ、国際

標準を取るんだという活動、それから特許を取るんだという中身、これは特許庁さんも絡

んでくる思いますし、さらにそれに対して、日本における海外企業が入ってきて、ただ乗

りの企業に対しては厳然たる態度をしっかりと取るんだという裁判であったり、独禁法

での考え方のリニューアルというようなところも、このＢｅｙｏｎｄ５Ｇの社会をつく

っていく上では非常に重要であって、残念ながら今、私どもが闘っている世界、裁判をし

ようとするときに選ぶ国というのは、今は第１国はドイツでございます。そういう意味で、

本来日本での裁判を闘う場として選びたいという思いもあるんですけれども、この辺り

も、このループとしては少し弱い部分があるんじゃないかと。今日の主題とは少し違うか

もしれないですけど、社会通念をつくっていくのはこの部分は重要というふうに思って

おります。 

 次、お願いします。既に先ほど言いましたこの国際標準の中では、ＮＩＣＴさん、それ

から総務省さんのサポートをいただきながら、３ＧＰＰにおける５Ｇアドバンスであっ

たり、６Ｇ、Next G Allianceに入りながら、こういうこともやらせていただいていまし

て、アメリカとの連携を含めたＳＥＰの積み上げ、ここには動き出しております。 

 次のページ、お願いします。これが最後でございます。オフェスとディフェンス、この

ようなお話の中で、国でサポートいただけるＢｅｙｏｎｄ５Ｇの基金、またはその他の制

度に関しても、非常にありがたく我々としても有効活用させていただきながら、国への貢

献をしていきたいと思っているんですけれども、１つお願いしたいのは、Ｂｅｙｏｎｄ５

Ｇの基金というのは今、２年間の基金というふうに伺っております。 

 一方、グリーンイノベーションの基金というのは、２０５０年に向けた大きな動きとい

う中で１０年間の基金ということで、Ｒ＆Ｄというのは、御存じのように２年間でなかな

か最後というところになりませんので、そこに対しても、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの基金がエク

ステンドすればもっといいですし、幾つかのスキームを渡ってＲ＆Ｄをしないといけな

いということも多々あると思うんですけど、そんな中では、インターフェースにおけるシ

ームレスな執行というのをぜひ考えていただけたらと思っております。 

 すいません、少し長くなりましたが、以上でございます。ありがとうございました。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、三菱電機の浅井技術顧問から、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇに向けた三菱
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電機の取り組みということでお願いいたします。 

○浅井オブザーバー  三菱電機の浅井です。では、説明をさせていただきます。本日はこ

のような発表の機会を与えていただいてどうもありがとうございます。もともと常務執

行役開発本部長の佐藤がお話をさせていただく相談をしておったんですけれども、かな

わず代理の、同じく開発本部の浅井から御説明をさせていただきます。 

 今、目次が出ていますね。このような順番でお話をさせていただきます。三菱電機全社

としての立場と、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇを開発している者の立場と、行きつ戻りつのところも

ありますけれども、その都度御説明させていただきます。 

 次、お願いします。はじめにというところは、まず、三菱電機全体の経営戦略について

お話しさせていただきます。経営戦略のページですが、図の部分の一番てっぺんに「社会

課題」という言葉があります。我々三菱電機の使命として、この社会課題に対してパイを

与える、統合ソリューションを提供するということが、我々三菱電機のミッションである

ということで、そのために、図の四隅に青地に白抜きで書いてありますモビリティ、ライ

フ、インフラ、インダストリーという４つの領域において、グループ内外の力を結集して

統合ソリューションを提供するという姿勢です。この「内外」というところが重要で、も

ちろん三菱電機グループの力を結集するんですけれども、それだけではなくて、他社さん、

アカデミア、いろんな力を結集するという覚悟をここの中に込めております。 

 次、お願いします。統合ソリューションという掛け合わせということですけれども、こ

の掛け合わせで今３つ書いてございます、コアコンポーネント、フィールドナレッジ、先

進的デジタル技術と。左側のコアコンポーネントを見ていただきますと、モータ、インバ

ータ、パワーデバイスというように、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇど真ん中というタームではござい

ません。 

 ですけれども、三菱電機として強みを持っているところは、こういうところでございま

して、こういったコアの技術と、そういった技術を生かしている真ん中のナレッジであり

ますから、ドメインとしてのノウハウというものを生かして、さらにデジタルとの組合せ

を行いたい。デジタルの技術ももちろん我々としても持っているわけですけれども、広い

範囲でここは連携をしたいと。もちろん左の部分も連携しないというわけではないんで

すけれども、統合ということには広い意味を持って取り組んでまいります。 

 次、お願いします。そのための研究開発戦略として、白抜きで３つ書いてございます。

コア技術の強化、基盤技術の継続的深化、新技術の探索・創出と。この中で特に見ていた
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だきたいのは、３つ目の新技術の探索というところでありまして、その右側に「未来洞察・

技術トレンド分析にもとづき、社会変化から生まれるニーズに応える技術、既存事業を変

革する不連続な技術の開発に挑戦」というところ、このスキームに従ってＢｅｙｏｎｄ５

Ｇの検討も今行っております。 

 次、お願いします。次は、未来社会像ということで、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ時代の社会像と

いうものをまず描いて、そこからバックキャストして我々はどんな技術を、あるいはどん

なビジネスを、そしてどんなソリューションで社会課題を解決するかということを考え

ようとしています。 

 ここに御覧いただいている図というのは、まず未来像というものを描きまして、そこか

ら課題に落とし込むということですけれども、１つ、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇですから、つなぐ

ということで、つなぐのは人と人もありますけれども、物と物、事と事、まず気持ちが技

術によってつながるんだということを中心に置きまして、ユーザーにとって、「つくる」

「うごく」「くらす」という３つのキーワードで、未来社会からどんな技術を導けるかと

いうことについて、周りの吹き出しに、まず一段階ブレークダウンしたものが書いてあり

ます。 

 次、お願いします。これは表にしたものですけど、左に「つくる」「うごく」「くらす」

がございまして、それから吹き出しにあったところがその１列右にございまして、そのさ

らに右に「利用シーン」として、今はキーワードレベルですけれども、並べてあります。

さらに右へ行くと、「通信ネットワーク要件」という、５ＧからＢｅｙｏｎｄ５Ｇへ移行

する際に、さらに強化すべきパラメータ群の中で、どんなところが効いてくるかというこ

とを挙げています。しかし、ここにはないんですけれども、通信の技術だけではないよね、

ここで描いた未来のシーンを実現するためには、通信以外の技術も要るということを、こ

こには書いてないんですけれども、それはそれで別にまとめていて、そういったところは、

自分たちが持っているのか、あるいは、よそと手を組まなきゃいけないかということも含

めて検討しています。 

 次、お願いします。では、社会課題のセクションです。まず、このスライドは、課題と

しては、皆さん今さら言をまつまでもないと思うんですけど、左側にグローバル、右に国

内の課題を列挙しておりまして、人口ですとか労働力、高齢化のところが特に本は課題先

進国でございますから、課題があります。これらの課題の解決としてＢｅｙｏｎｄ５Ｇ、

どういう統合ソリューションに結びつけていけばいいかということを考えている次第で
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す。 

 それで、どういう課題の解決につながるか、どういうソリューションが考えられるかと

いうことを考えた上で、それを提示して皆様にも見ていただき、フィードバックを得たい

ということで、こういった開発推進案を考えております。この図の部分で右端を見ていた

だきますと、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの時代となります２０３０年頃、そこまでのフェーズを３

つに分けております。 

 まず最初、フェーズ１は、基盤技術の深掘りですけれども、そのマイルストーンを、例

えば２０２５年の大阪・関西万博、こういったところで、例えばショーケース展示のよう

なことをさせていただいて、それに対して内外からのフィードバック、御意見、御批判を

受けたいと。それによって、次のフェーズ２に移行して、じゃあ、どんなコア技術とかど

んなシステムの開発に向けて動いていけばいいかということに移行すると。そしてフェ

ーズ３で、実用化を行って２０３１年に至ると。フェーズ２とフェーズ３において今ここ

を分けておりますのは、１つには、ドメスティックな話ですが、社内的には、当初は開発

本部が事業本部を牽引する形だろうと。しかし、後期は、事業本部が牽引して実装に向け

て開発していかなきゃいけないだろうと。それは社内だけではなくて、今後、フェーズ２、

３はパートナーさんと一緒にやっていくということが大いにあり得ると思いますので、

そういったことも含めたフェーズの設定でございます。 

 次、お願いします。では、セクション４で、もう一度全社に戻りますけど、これが全社

の研究開発主要テーマということでマッピングしているんですけれども、ざっくり真ん

中の下の赤いところを御覧ください。機器・システム、コアコンポーネントというのが、

先ほど出てまいりました一番左側の掛け合わせで言えば、モータであるとか、インバータ

とか書いてありました、あれらだけに限らないんですけれども、こういったコアになるエ

ッジ、機器、ハードウエアですね、時代遅れと言われるかもしれないですけど、ハードウ

エアで持っているもの、もちろんそれにソフトウエアも加えた基本的なシステム、この強

みというものは継続してさらに進化させていく。それが外に広がっていって、一番外側に

統合ソリューションがあると。そして、右上に書いてありますが、オープンイノベーショ

ンということです。 

 この輪を広げていくには、個社ではとてもできないだろうと。お客様、パートナー企業

様、それからスタートアップを含めたいろんな他社さんとオープンイノベーションを行

って、この統合ソリューションを持っていきたいと考えております。その上で、文書の一
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番最後に書いてございます「２０２０年４月に設置したビジネスイノベーション本部」と

いう、まだつくって間もない本部がありますけれども、ここはその言葉のとおり、既存の、

言っちゃ悪いですけれども、縦割り的な事業の延長ではなくて、むしろ横断的なことを目

指す。ですから、このビジネスイノベーション本部が中心になって、例えばスタートアッ

プとのトライアルをやるとか、そういったことを積極的にしています。既に他社さんと組

んだビジネスというのも始めています。そして、５Ｇ、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇについても、こ

のビジネスイノベーション本部と連携してやっていくことになろうと考えております。 

 次、お願いします。これは、研究開発主要テーマとして持っております例でございます。

ＡＩであるとか、ＩｏＴといったこと。それから、このページで引っ張ってきましたのは、

右下のところに、通信関連技術として、５Ｇオープンイノベーションといったことを書い

てあるということで、テーマの１つとして、５Ｇ、そしてＢｅｙｏｎｄ５Ｇを推進してい

るという意図でここに入れております。 

 次、お願いします。これも研究開発の事例を紹介するスライドですけれども、左上にご

ざいますのが、5G OPEN INNOVATION Labというもの。これは鎌倉市大船にあります情報技

術総合研究所にオープンしたもので、このラボの中で５Ｇ、ローカル５Ｇを使って、他社

さんとのいろんな共創――共創というのは共に創るということで行うということで、ま

だ御報告できるようなことはないんですけれども、そういった相談を開始しています。 

 次、お願いします。ここに挙げましたのは、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇについて、既に幾つかの

研究開発予算をいただきまして進めているということで、ここに関係のものをありった

け並べさせていただきました。デバイスでありますとか、メトロ、それからアクセス系の

光の系統、光の部品、コンポーネント、それからミリ波ですとかテラヘルツになると、例

えば増幅器であるとか、デバイスと後戻りしますけど、ガリナイの活用であるとか、テラ

ヘルツであるとセンシングであるとか、そういったことをテーマに含めて、もちろん通信

の技術としてど真ん中のところもしかと進めてまいります。 

 次、お願いします。そして、社会課題ソリューション提供に向けた取り組みというとこ

ろで、ここは全社のプランで挙がっている例は、例えば再生可能エネルギーの導入拡大で

あるとか、炭素排出の制御であるとか、右下にありますパワーデバイス、ＳｉＣの高効率

化で、例えば再生電力を効率よく取り出すとか、そういった貢献、これはもちろん今現在、

弊社として特に訴求しているものですけれども、こういった脱炭素に向けた統合ソリュ

ーションに対して、近未来のデジタルインフラであるＢｅｙｏｎｄ５Ｇでどう支えるか、
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どう進化させるかというところが、我々も議論しているところであります。 

 次、お願いします。一番最初に出てまいりました、「モビリティ」「ライフ」「インフラ」

「インタストリー」が出てまいりました。この中にどうやってＢｅｙｏｎｄ５Ｇで進化さ

せていくかということを考えてまいります。 

 次、お願いします。最後に、知財・標準化で１枚つけてあります。これは左側にありま

すのは、Open Technology Bankということで、こんな技術がありますよ、一緒に組みませ

んかということをウェブで公開しているということで、右側はそのバックグラウンドと

して、特許の少なくとも件数については、世界有数のものを持っていると。もちろんＢｅ

ｙｏｎｄ５Ｇに限らないエリアの話ですけれどもという、これは状況でございまして、こ

れは一つの統合ソリューションということで、もうちょっと外と一緒にやりたいという

ことの一つの表れでありまして、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇに携わっている我々からすると、ウェ

ブに表示しているだけでは、とてもとてもパートナーとは一緒になれないので、むしろ持

って出ていくと、いろんな機会を捉えて出ていくというつもりでおります。 

 次、お願います。では、もう最後、まとめのページを表示してください。まず、Ｂｅｙ

ｏｎｄ５Ｇについて、我々、未来洞察の活動からバックキャストして未来社会像を抽出し

まして、その中でどんな技術を実現して、どんなソリューションを組み立てていくかと。

それはどんなパートナーさんと組んでいくかということも含めてなんですけれども、そ

ういった検討をしております。 

 そして真ん中のポツで書いてありますのは、そのステップとして、例えば２０２５年大

阪・関西万博と申しました、先ほどフェーズ１、２、３と書いた話ですが、大阪・関西万

博がマストというわけではないんですけれども、何らかのフィードバックを受ける機会

を得て、それによって皆さんと一緒に実現する社会実装、統合ソリューションによる社会

課題の解決に向かいたいと思っています。 

 ありがとうございます。以上です。 

 

（２）意見交換 

 

○相田主査  ありがとうございました。 

 それでは、ここからは議題でいうと（２）意見交換ということでフリーディスカッショ

ンにさせていただきたいと思います。本日（１）のところで５件、プレゼンいただきまし
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たので、時間がなかなか押しているということで、あらかじめ事務局から、今日は１７時

１５分まで会合を延長させていただきたいという御連絡をいただいたかと思いますけれ

ども、実は本日プレゼンいただいたうちの、ＮＥＣの山田執行役員におかれましては、１

７時頃退席予定と伺っておりますので、もしＮＥＣ様のプレゼンテーションへの御質問

等がございましたら、早めにお願いできればと思います。それでは御質問、御意見等発言

を希望される方は、Ｗｅｂｅｘの挙手の機能を使ってお示しいただければ、こちらで順に

指名させていただきます。もしそれが難しいようでしたら、直接マイクをオンにして発言

いただいても結構です。 

 では森川先生、お願いいたします。 

○森川構成員  ありがとうございます。皆様方から、非常に前向きなプレゼンをいただき

まして感銘を受けましたし、少し私自身も元気になりました。本当にありがとうございま

す。時間も限られていますので、１点だけ。シャープの種谷さんに質問をさせていただけ

ますか。５ＧのＳＥＰで世界１０位、攻めの知財に関しても、かなり前向きな御発言いた

だきました。お伺いさせていただきたいのは、ＳＥＰとかでとられているのは、分野的に

はどの辺りの分野なのかというのが１点目と。あと社内で事業開発と技術開発と、あと知

財標準化、三位一体をこれ、うまく回していくに当たっては何か工夫とか、そういったも

のがあるように思うんですが、この辺り、何か意識されていることとかあるのかというこ

とを、お教えいただけると幸いです。お願いいたします。 

○種谷オブザーバー  森川先生、ありがとうございます。まず、１点目の御質問に関しま

しては、フィールドはどこなんですかというお話なんですけど、比較的物理レイヤーに近

いＬＡＮ１がベースで、インターフェース規格に近いところという形をとっております。

その部分のほうがある意味、ＳＥＰとして我々がとっていく上でも、効率がいいって言っ

たらおかしいですけれども、実務的な部分でありますし、実際にそれを実装していく部分

であるということでＬＡＮ１に集中をしていまして、一部ＬＡＮ２であったりとかＣＴ

であったりとか、サービスレイヤーのところも出ているんですけど、そのほうがどちらか

というと、将来のＬＡＮ１がどういう方向に動いていくかということをリサーチする上

で、少しソフトウエアのというか、アプリケーションレイヤーに近いようなところも出て

いるんですけど、できる限り物理レイヤーに近いところに集中をしようというのが、弊社

の考え方でございます。 

 それから、社内における標準化とそれの活用、及び実際のハードウエアなり、サービス
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の事業との関係ということなんですけれども、今、弊社の中では、特にびっくりするよう

な工夫はございません。正直今、弊社の例えばスマホの世界シェアで言いますと、１％満

たないという残念な状況なんですけれども、一方それであるがゆえに、ＳＥＰのところは

４％のシェアがあって、そのギャップはある意味、世界に攻めていけるという立場でもあ

るので、ありがたい話でもあり残念な話でもあるんですけれども、ある意味、今日プレゼ

ンをさせていただいたように、オフェンスとディフェンスをバランスよくするんだとい

う目標を立てながらやっていくことによって、仮にバランスが多少崩れたとしても、逆に

ディフェンスをオフェンスに持っていけるような部分では、社内で研究開発の投資を回

収する手段としては、デバイスを売るということ、及び直接ライセンスをするというその

２つを両方の原資として、研究開発の投資回収を進めていくという概念は、社内の中では

持って進めているということでございます。 

 答えになっているかどうか分かりませんけど、以上でございます。 

○森川構成員  ありがとうございます。またいろいろとお教えください。ありがとうござ

いました。 

○種谷オブザーバー  ありがとうございます。 

○相田主査  先ほど私、ＮＥＣの山田執行役員におかれましては、１７時退出予定と申し

上げましたけれども、チャットでもって予定を調整していただいて、最後まで参加いただ

けるということでございます。どうもありがとうございます。 

 それでは続きまして、ほかに御発言希望される方、おいでになりますか。それではＮＨ

Ｋの児玉様、お願いいたします。 

○児玉（圭）構成員  ＮＨＫの児玉です。各社の、何というか幅広い取組、非常によく分

かりました。ありがとうございました。それで、ＮＴＴの川添さんにお伺いしたいんです

が、通信インフラ市場における日本の国際競争力で、日本企業１.５％とありますが、こ

れは確かにコストのことを考えたら、ああ、そうかという気はするんですが、個々の技術

要素では結構強い部分も、各社さん持たれているんじゃないかと思うんですね。このシェ

アが低い理由というのは、技術面で例えばネットワーク全体の、何て言うのかな、基地局

のバックホール含めて、ネットワーク全体のシステムインテグレーションみたいな、そう

いうところに何か課題があるのかだとか、技術的な面で日本の国際競争力が低いという

ところ、何か分析しているようなものがあれば、教えていただければと思います。 

○川添構成員  児玉さん、ありがとうございます。私というかＮＴＴで、これ、どういう
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ふうに捉えているかというと、必ずしも出ているような、本当にメーカーさんの責任では

なくて、そのキャリアも含めた上で、最終的にさっき言いましたけど、いろいろな技術提

案をして、それをＳＥＰなんかにして、そういうものに標準的なものになったとしても、

最後それを製品として実現できるかというところでですね。そこまで踏み込んでいかな

いと、ここに出ているようなシェア獲得には至らないと思っていまして、非常に象徴的だ

と思うのは、これ、今、基地局を作るに当たって巨大なシステムＬＳＩを、これを開発で

きるか。それをやるのは、確かに物すごいリスクを背負うことになると思うんですよね。

例えば日本みたいな国内マーケットだけで、それをペイできるかというとできないから、

結局それを作れないということになってしまうと、それを作れないイコール、独自の製品

開発はできないわけですから、ほかのところでできた製品を、それを若干カスタマイズし

ていくようなところまでしか踏み込めないということで、価格決定力という観点で見た

ら、そこの部分は結局、とることができないとなってしまうので、それが一番非常に重た

い話かというふうに思っています。 

 ですから、いろんな技術を提案し、それを標準特許にしたりとかいうレベルは、確かに

まだまだあると思いますけど、最後それをどういうふうに商用化して製品化して実現し

て、それをさらにマーケットシェアをとっていくかというところがないと、結局確かに、

特許使用料はその企業に入ると思うんですけど、最終的にそれを日本の国民が、世界の中

で一番こういうサービスを低廉な価格で受ける、あるいはそのサービスの品質が高いと

いったところに、そこにつながるかといったところが、非常に危惧しているということで

ございます。 

 以上です。 

○児玉（圭）構成員  分かりました。ありがとうございました。先ほど、どなたかのプレ

ゼンの中でね、国の支援の機関の話もありましたけど、その辺、中長期的な技術戦略の一

つとして、国の支援の機関も含めてきちんと考えていくべきじゃないかと思いました。感

想です。ありがとうございました。 

○相田主査  ありがとうございました。ほか、いかがでございましょうか。 

 私から今の御質問に関連して、なかなか日本のあれが、企業が実用製品に進んでいけな

い理由として、もちろんいろんなものがあるとは思うんですけども、その中の一つとして、

品質を追い求め過ぎて自分で自分の首を絞めている側面というのが、もしかしたらある

んじゃないかという気もするんですけれども、そこら辺、川添さんのほうで何か御意見ご
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ざいますか。 

○川添構成員  先生、ありがとうございます。御指摘のとおりだと思います。例えば弊社

グループでいえば、ＮＴＴドコモなんかはドコモが考え得る非常に高度なシステムを考

えて、それで基づいていろんなシステム開発もしてきて、今に至っていると思うんですけ

ども、必ずしもそのシステムがグローバルマーケットの中で、じゃ、そのまま売れるかと

いうと、もしかしたら売れないかもしれないですね。もしかしたら、おっしゃるとおり例

えばオーバースペックだったり、あるいは、ある機能は全然その国においては不要だった

りするかもしれないということでありますから、御指摘のとおり、そういう部分を見据え

て、場合によってはグローバルマーケットで必要なものを、逆に国内で利用していくとい

う、そういうスタンスに立った上でオールジャパンでこういうものを作り上げていって、

グローバルマーケットの中でそれを売りながら、国内においてはそこで結局、効果として

そのシステムが非常に低廉な経済化されたような形で実現されていくことによって、エ

ンドユーザーである消費者の皆様にとってみて、いいサービスが御提供できるようなモ

デルを作っていくことが非常に重要な戦略かと思っています。ありがとうございます。 

○相田主査  ありがとうございました。ほかにいかがでございましょうか。 

 ではＡＲＩＢの児玉様、お願いいたします。 

○児玉（俊）構成員  電波産業会の児玉です。今日はありがとうございました。シャープ

の種谷様にお伺いしたいんですけども、資料の１７ページの説明のときに国際連携ある

いはパートナー、共同研究でもいいんですけども、につきまして、価値観を共有する日米

あるいはＱＵＡＤとの連携というのが一つ、考えられるというお話ありました。技術テー

マによってもちろん異なると思うんですけれども、円滑な国際標準化という観点からは、

必ずしもＱＵＡＤにこだわらず、広く欧州あるいは中国を対象にしてもいいのかと思い

ますし、また知財取得の観点からは、ウィン・ウィンとなれるような企業間連携を行うの

が効果的とも考えられます。ここの辺りはなかなか一筋縄ではいかなくて、技術テーマご

とにその辺りというのは、いろんな考え方でパートナーを選んでいるというのが実態な

んでしょうか。それとも従来以上に日米とかＱＵＡＤの、これは安全保障じゃないんです

けども、そういったところと組んだほうがいいのではないかというお考えなんでしょう

かという点、１点御質問させていただければと思います。 

○種谷オブザーバー  児玉さん、ありがとうございます。御質問というか、コメントい

ただいたとおりでございまして。特にＱＵＡＤにこだわっているわけではございません。
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例えば弊社の場合ですと今、海外の出先を作っておりまして、アメリカと中国に作ってお

りまして、中国にもこのＳＥＰを作る、また標準化活動をしているシャープの人間がおり

まして、当然現地人なんですけれども、そこの作る特許も当然ながらシャープ本体の持ち

物ということになっていますので。 

 ただ将来、中国という国に関しては少し不安もございまして、いろんな政策の変更によ

って突然、じゃ、そういうことができなくなるという可能性もなきにしもあらずというこ

とも含めて、ある意味長期的にタッグを組んで、お互い例えばインドとかオーストラリア

というのはまだまだ人数少ないんですけど、例えばそこと組んでいくとすると、日本であ

ったり、アメリカのこのＳＥＰをやっている連中がある意味教える部分とか、この国際標

準における立ち回り方みたいな話を、一緒にレクチャーをしながら育てていくような部

分も結構あるんだと思うんですけれども。そういうところであると、５年１０年同じ歩調

で歩ける前提がないとなかなか難しいのかということで、今回は象徴的な対象としてＱ

ＵＡＤとして書かせていただきました。 

 もちろん、ヨーロッパということは可能性はあるとは思うんですけれども、往々にして

ヨーロッパがＥＵの独自のレギュレーションを作ったりする場合もありますので、そう

いう意味で政治的にタッグを組もうとして、ハイレベルで合意ができる領域のほうが、こ

の標準化を進めていく上ではいいのかと。特に先ほど言いましたように、中国が３５年に

向けて国としてやるぞというようなことを旗上げた以上、かなり急速に、または強引にや

ってくると思いますので、そこに対してのスピード感を持って、同じ考え方の中でベクト

ルを合わせられるところを選びたいというのが、私の思いでございます。 

○児玉（俊）構成員  よく分かりました。中長期的には、確かにおっしゃるとおりなのか

もしれませんね。どうもありがとうございました。 

○種谷オブザーバー  ありがとうございます。 

○児玉（俊）構成員  それから、続けてもう１点質問よろしいでしょうか。ＮＥＣの山田

様から人材の育成につきまして、国への支援等コメントありました。これは特にＮＥＣの

山田様に対してということじゃないんですけれども、これ、聞いちゃいけない質問なのか

もしれませんが、中国あるいは韓国の企業が、日本の人材を非常に高賃金で雇用するとい

うことで、人材が流出しているという話もよく聞きます。こういった人材の育成というよ

りも、優秀な人材の確保という観点で、各企業ではどんな取組をなされるのかと。これは、

差し支えない範囲で結構でございます。ちょうど今日、まさに自ら研究開発をやっている
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方々からのプレゼンがありましたので、この機会に差し支えない範囲で聞かせていただ

ければと思います。 

○相田主査  じゃ、この件はまずＮＥＣさんから、何かお答えいただけることはございま

すか。 

○山田オブザーバー  はい。育成というよりは引きつけというか、人材を獲得した後、そ

のまま使い続けるためには、どうすれば良いのかということですが処遇について、少なく

とも研究開発部門につきましては、日本の賃金体系とは全然独立にやらせていただいて

いると、グローバル標準に合わせた形の処遇をもっていると。例えば新入社員でも、１,

０００万超の給与を払う場合もあります。もちろん、ドクターを取って学生時代に大きな

成果を上げている人、実績ベースの中途と同じような扱いということでやっております。

ただ、こういうのというのは、基本的には給与みたいな処遇というよりは、そこの企業で

のやりがいというのが、一番重要なモチベーションサイドになると思いますので、どちら

かというと大企業特有の研究開発を、研究をやって、開発をやって、事業改革をやってみ

たいな、シーケンシャルに進んでいて時間がかかる、なおかつステークホルダーがたくさ

んいて動かないところを短くするための仕組み、社内で事業化をするというよりは、外の

力を大胆に使って事業化、技術はどんどん出してしまって外の力で事業化し、必要だった

ら買い戻すことも含めて検討すると、そういったフレームワークで研究者一人一人のや

る気、社会に対して新しいものを届けたいという気持ちをモチベートするやり方を、当社

では人材をつなぎとめるための大きな施策として使っております。 

○児玉（俊）構成員  どうもありがとうございました。 

○相田主査  ありがとうございました。この件について、何かほかに、うちではこうして

いるとか、あるいはこう考えているというようなことを、御発言いただける方おいでにな

りませんか。 

○川添構成員  ＮＴＴの川添ですけど、よろしいでしょうか。 

○相田主査  はい、お願いいたします。 

○川添構成員  弊社だと今、山田さんがおっしゃったところが非常に大きくて、今回のＩ

ＯＷＮ構想というものを発表してから、実はそれの状況が変わりまして、その発表以前は

御指摘のとおり、例えばＧＡＦＡなどからうちの研究者が抜かれるということが多かっ

たんですけど、逆に最近は逆流していまして中途の採用が増えています。今、山田様もお

っしゃったとおりでして、どういうことをこの企業が目指しているのかということが、学
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生あるいは研究者にとってみては非常に重要なファクターであることを、本当に再認識

したとこなんですけど、そういうものを打ち出していき、単に賃金だけではないというと

ころが、御指摘のとおりだと思います。 

 ただ、賃金も重要なファクターでもあって、例えば世界的な著名な研究者にＮＴＴグル

ープに来てもらうということで、我々実はこれまでは国内に研究拠点を置いてたんです

けども、西海岸にも研究所を３つ作りまして、そこの中で別の形態で研究者を保有すると

いうことで、例えばもう既に年収１億円プレーヤーみたいな方も出てきておりますし、そ

れが功を奏して、例えば暗号の分野でいうと、クリプトという一番最難関の学会、会議が

ありますけど、最近はそこの学会の大体、全論文の１５％はＮＴＴの論文になっていると

いうことで、これもそういう優秀な研究者を雇用することができたということなんです

けども、そういう形でいろいろ取り交ぜながら、対応しているところでございます。 

 以上です。 

○相田主査  大学の研究者としては、なかなか羨ましい配慮かと思いますけれども。 

○児玉（俊）構成員  認識を新たにしました。どうもありがとうございました。 

○相田主査  それでは、ほかに御発言希望される方は、おいでになりますか。どうぞ、お

願いいたします。 

○新田技術政策課長  事務局の新田でございます。本日の森田構成員と、それからＮＴＴ

の川添構成員に１つずつお伺いします。まず、富士通のプレゼンテーションの中で、ネッ

トワーク機能のディスアグリゲーションが重要というお話がございました。これは経済

安全保障やベンダーロックインのリスクの排除の観点から重要とのご説明でしたが、こ

の辺をしっかりＢｅｙｏｎｄ５Ｇネットワークで進めていくことが、恐らく今後のＢｅ

ｙｏｎｄ５Ｇの国際展開を見据えた上でも重要だという趣旨と理解しました。 

 ところで、ＮＴＴの川添構成員のプレゼンの中で、デバイスの光化を今後進展させるこ

とで、光で分散するコンピューティングである光ディスアグリゲーテッドコンピューテ

ィングについてご説明頂きました。分散した計算機リソースも光ファイバーでつなぐこ

とで地理的な制限もなくコンピューティングが可能になるとの御説明がありましたが、

こうした光ディスアグリゲーデッドコンピューティングにおける光デバイスの開発の進

展は、今後のＢｅｙｏｎｄ５Ｇのネットワーク機能のディスアグリゲーションの高度化

や発展にも寄与し得るものなのかというのが１点目です。 

 それからもう１点、川添構成員にお伺いしたいのは、１２ページ目のスライドに、デー
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タ・セントリック・アーキテクチャーの将来像をお示しいただいています。これまでのＩ

Ｐセントリックのアーキテクチャから、これから次世代データハブによるデータ・セント

リックなネットワーク・アーキテクチャへの移行をお示し頂いています。これは超低遅延

とか大容量を実現する上で有効と思われると同時に、根本的なアーキテクチャの見直し

になり得るのではないかと思いました。それで、この中のデータ・セントリックの青い箱

の中に従来型コンピューター、ＴＣＰ／ＩＰベース、ＩＰネットワークも共存しながら、

新しい次世代データハブを構築していくに当たって、この赤から青のマイグレーション

について、大幅なネットワークの転換が必要なのか、それとも徐々に転換していくことが

可能なのか、そういったシナリオについてもし見えているものがあれば御紹介いただけ

ればと思います。事務局からは２点です。 

○相田主査  ありがとうございました。それではまず、富士通の森田構成員からお答えい

ただけますか。 

○森田構成員  ありがとうございます。今、その１つ目の御質問ですけども、川添さんが

おっしゃっているような光の技術、全く同じ、何と言うんですか、同じ考えで、別にそれ

があったから何かが変わるとかということでなく、同じような方向性でディスアグリゲ

ーションというのは適用というか、そういう方向に向かっていくというふうには理解し

ております。川添さんのスライドでも最初サブループ、スター状じゃなくてサブループと

いうような、代表的な絵で出しておられましたけど、あれもある意味でディスアグリゲー

ションであって、いろんなレイヤーでいろんな段階で、そういった機能再編というのが可

能になるようにしていくという意味では全く同じ考えで、もともとは一緒に導いていた

だいておりますので、同じだというふうに私としては認識しております。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。それでは続きまして、川添構成員からお願いいた

します。 

○川添構成員  御質問ありがとうございます。まず、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの中でもというお

話、最初のところの御質問に関して言うと、まさにこの中でも、さっき御紹介したような

基地局の中においても可能な限りこういう光電融合の技術を入れて、それは場合によっ

ては汎用のハードウエアを使って、ソフトウエアで実現していくことによって、超低消費

電力でありながら超高機能というものを作っていくというのが、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ時代

のもしかしたら大きな差別化要因になるかもしれないということで、その可能性は大い
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にあると思っています。 

 それから２つ目の、今の出ている、この図の中の項目について言えば、おっしゃるとお

り、このＩＰネットワークがこのＩＯＷＮの時代というか、右側の世界になったときにな

くなるわけじゃなくて、当然ながらインターネットのよさは引き続きあるわけですから、

これが利用されていくんですけれども、例えば下のレイヤーの部分、ＩＴのレイヤーの下

の部分、これは今は例えば光の波長という形で管理されている、伝送されているんですけ

ども、現状のネットワークの状況を御紹介すると、ほぼこれはスタティックな形で波長割

当てがされていまして、全てＩＰネットワークのために波長を利用しているんですけど

も、場合によってはその波長を分けていくと。それはＬｏｗ ＲＡＭという装置の中で波

長のコントロールをネットワークの中ではしておりますが、それをダイナミックに用途

ごとに切り替えて利用していくという形であれば、そんなには大きな変化はないといい

ますか、全部置き換えなくちゃいけないような事態にはならないと思っています。 

 ただ、右側の世界を、そのよさを知っていただくというか、それを検証する上では、例

えばある場所を決めて、そこでこういうＩＯＷＮの新しいオールフォトニクス・ネットワ

ークと言っていますけども、これを構築して、そこで技術検証、サービス検証をしながら

徐々にこの右側の世界に持っていく、そんなことを今、考えております。 

 以上です。 

○新田技術政策課長  ありがとうございました。 

○相田主査  それでは、ほかに御発言希望される方がいらっしゃいましたら、お願いした

いと思います。それではＡＴＲ浅見社長、お願いいたします。 

○浅見構成員  ＡＴＲの浅見です。各社の発表、すばらしいと思って感心していたんです

が、大局的には間違ってないんじゃないのかというのを、素人ながら感想です。 

 一つ話していただきたいと思ったのが話していないと思ったのが、２つほどあります

ね。一つは、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇでできて５Ｇでできないものって、サービスは何なんだろ

う。この辺りは明らかにしないといけないんじゃないのかな。そのために必要な性能指標

というのはどういうものなのかと、定量的に出しておく議論をしないといけないんじゃ

ないのか、これが２点目ですね。 

 あと、３点目は私が考えることじゃないと思うんですけども、基地局で今、生き残って

いるって失礼なんですけど、ＮＥＣさんと富士通さんがまだ頑張っているわけですよね。

それをどう支援するのかというのは、政策的に考えていく必要があって、そのためにどう
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いう技術サポートが要るのかな。それは、ＮＥＣだけでできないこともあると思うんです

ね。それを、他社の技術を使ってどう拡幅していくかといったようなシナリオも、必要か

と思っているんですけど、いかがでしょうか。 

○相田主査  はい。最初の質問に関して、どなたにお答えいただくのがよさそうでしょう

かね。 

○川添構成員  じゃ、川添から。 

○相田主査  お願いします。 

○川添構成員  一番最初というの、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇと５Ｇの違いということでよろし

かったですかね。 

○相田主査  はい、そうですね。 

○川添構成員  ありがとうございます。御指摘のとおり、非常に重要なポイントだと思う

んですね。まず、大局的な話をすると、恐らく今の５Ｇの勝者である、先ほど示したよう

なノキア、エリクソン、ファーウェイ、サムソンみたいなところは、そんなにはＢｅｙｏ

ｎｄ５Ｇ、６Ｇはあまり変わらないといいますか、その延長線上でいきたいと恐らく思う

と思うんですね。なぜならば、彼らが開発した巨大なシステムＬＳＩがそのまま利用でき

るので、あまり変化ないようにしたいと思うので、御指摘のとおり、ここで明確にＢｅｙ

ｏｎｄ５Ｇにおいては、大きな違いがあるということをちゃんと打ち出していって、それ

があるがために、技術も大きなイノベーションを起こさなくちゃいけないということで、

この今の出ている状況を大挽回したい、それを大きくゲームチェンジングしたいと思っ

ております。 

 その中の一つ、今考えている大きな違いという意味で言えば、今までのネットワークが

移動網と固定網で分かれていたものを、このＢｅｙｏｎｄ５Ｇの時代においてはもうそ

こは全く移動固定融合という形で、その違いがなくなるような形をつくっていくという

のが、一つの大きな戦略かと思っています。これをやるためには、日本では、これまで築

いてきた例えば光の技術はまさに生かすこともできますし、サービスとしても大きな違

いを、一般消費者の方々にも実際にそれを利用していただくということにもつながると

思っていまして、それが一つのポイントかと思っています。 

 あとは、超カバレッジ、あるいはムービング・ベース・ステーションと呼ばれているよ

うな、基地局自体がいろいろな形で自在に動いて、そこでサービスエリアを作っていく。

それは例えば人の流れ、人流によってトラフィックが変わったり、場合によっては自然災
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害なんかで局所的に急にトラフィックが上がったときに、それに対処する等含めてでき

るということは、なかなかこれまでできてなかったんですけど、そういうことも含めてで

きるようになるということで大きな違いを打ち出していくことは、御指摘のとおり非常

に重要なポイントかと思っています。はい、１点目の御質問。 

○浅見構成員  どうもありがとうございます。 

○相田主査  それでは２点目につきましては、名前が挙がりましたところでＮＥＣさん、

富士通さん、何かコメントあればお願いしたいと思いますけれども、まずＮＥＣさんはい

かがでしょうか。 

○山田オブザーバー  ＮＥＣの山田でございます。なかなかに答えるのが難しいと思う

んですけど。 

○浅見構成員  すみません。 

○山田オブザーバー  基本的に戦略としては、これは富士通さんとかぶるとは思います

が、まず一つはオープン戦略ですね。ブラックボックスアプローチできている他社に対し

て、徹底的なオープンを通した安全性、安心性というのを担保していくことで、新しい今

までにない競争軸を作っていけるのではないかと。この辺りが、まずは考えているポイン

トになります。 

 ほかには、基地局ビジネスだけにこだわる必要もないというか我々から言うと、全体の

システムとしてどうするかという意味では、ＬＡＮのところだけ、だけじゃなくて、先ほ

ど川添さんからもお話ありましたけど、地上海底を含めたネットワークシステム全体と

しての使い勝手というところで、システムの売り物としては差別化を作っていきたいと

考えています。 

 ついでなので最初の１つ目の話、５ＧとＢｅｙｏｎｄ５Ｇの違い、これはリクワイアメ

ントとかユースケース、自社でもまだ議論しているところなので、また確定的なことは何

も言えないと思うのですが、我々が考えている上で５Ｇで今、足りていない、足りていな

いことがこれから明確になっていくだろうことは、今日お話ししたとおり先ほど川添さ

んも述べられたとおり、カバレッジの問題だと思います。人が密集しているところについ

ては、５Ｇのサービスができるのは、それ以外のところは一体どうなるのだろうかと。物

を中心としたサイバーフィジカルシステムのレイヤーを考えたときには、人がどれだけ

密度がいるかというのは、ある意味で一つの指標ではありますが、それだけでは足りない。

そのカバレッジをどうやっていくのか、その問題解決がＢｅｙｏｎｄ５Ｇの一つの存在
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意義ではないかと、私はこんなふうに考えております。 

○浅見構成員  どうもありがとうございます。 

○相田主査  どうもありがとうございました。富士通さんから何かございますか。 

○森田構成員  ２番の性能指標に関しての御質問だと思うんですけど、これも答えるの

はなかなか、ＮＥＣさんがおっしゃるとおり難しいんですが。これ、私見になりますけど

も私、プレゼンでもお話しさせていただいたように、企業が自分たちのサービスのために

ユーザーとして使っていくとなってきたときの、性能の担保の仕方ということを、もっと

もっと考えていかなきゃいけなくて、そのときに遅延１ミリｓｅｃって言っても、本当に

１ミリｓｅｃ、実際なかなかならないわけで。その幅といいますか、最低ここはできると

かいった指標、何て言うんですか、ベストケースでその性能を言うんじゃなくて、ワース

トケースとか、性能がここまでだったら保証できるとかいった言い方を、ユーザー側が求

めるようになると思うんですよね。それをベンダーとか我々として、そう出せるのかって

言われるとなかなか難しいとは思いますが、そういう視点も今後Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇに向

けては要るじゃないかと思います。以上です。 

○浅見構成員  どうもありがとうございます。 

○相田主査  ありがとうございました。それでは、ほかに御発言希望される方、おいでに

なりますか。よろしゅうございますか。先にＣＩＡＪの石井様、お願いいたします。 

○石井構成員  ＣＩＡＪの石井でございます。本日は各社さんの開発戦略をお伺いしま

して、大変参考になりました。ただいま話にありましたように、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ研究開

発促進事業で様々な要素技術の開発が進められていると思っています。そういった中で

本日も発表ありましたけども、その中でＮＥＣさんからお話がありまして、今後その要素

技術から実用化に至る時点で考えなきゃいけないこととして、目標をダイナミックに見

直していくということ、パートナーを随時追加していくこと、それとあと産業界の評価を

得ていく、私もこれ、非常に重要なことではないかというふうに感じております。これを

具体的に進める上で、ＮＥＣさんの中でもう少し具体的なイメージと、あと時間軸という

のはどういったふうに今の要素技術開発から実用化開発に向けて考えていったらいいの

か、もし何かアイデアがありましたら、もう少し教えていただければと思います。 

○山田オブザーバー  一般論で申し上げると、なかなか難しい話ではあるのですけれど

も、先ほどの質問と関係すると思うのですけれども、昔みたいに例えばスピードだとか、

トランザクションがどれだけはけるとか、単一の指標で進化というのを測るのが物すご
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く難しい時代になってきたと。最終的にはネットワークを使う人、あるいはネットワーク

を使ったシステムを使う人ぐらいのところから見たときに、どんなふうに使い勝手が変

わっていくのだろうかということを評価しなければいけない。そうすると要素技術をや

っているときには、システムのレイヤーから見ると、あくまで今やろうとしている目標と

かというのは仮説にすぎないわけです。それにこだわって、これ、何々やるってコミット

したから、だからそのままずっとやり続けようというよりは、いろいろと、今日さっきも

ありましたけど、ユースケースとかでも今後議論が進んでいく中で、その変化に応じてそ

の解釈の仕方とかというのを変えていけると、我々としては一番、今日の主題でもありま

す、世界で戦えるようなビジネスをしていく上で、お客の価値観に合ったような差別化を

作り込むというのが、国の支援の中でもやりやすくなっていくかと思います。 

 時間というのはどういうふうに受け止めていいのか分からないのですけれども、例え

ば３年とか５年とかという形で御支援いただけるのは、正直非常にありがたいです。それ

は１年でなくなってしまうと思うと、人のリソースの確保とかも含めて、非常に危なっか

しいところがあると。それが安心してやれるという意味では、そのとおりですけれども、

目標設定だとか、さっきの仮設のところに毎年毎年舞い戻って、これでいいのだっけとい

う議論を、その研究開発に入っている受注している企業だけではなくって、もっと幅広い

範囲の知見を合わせて目標の柔軟な変更、世の中の合った本当のニーズにマッチするよ

うに変えていくということ、とても大切なのではないのかと考えております。 

○石井構成員  はい、ありがとうございました。ぜひそういったところを柔軟に対応でき

るように、我々もサポートしていきたいと考えています。よろしくお願いいたします。 

○相田主査  それではお待たせしました、浅井技術顧問にお願いいたします。 

○浅井オブザーバー  ありがとうございます。私が発言したいと考えましたのは、ＳＥＰ

のことなんですね。標準必須特許なんですけれども、ＳＥＰ、非常にシェアでいくと日本

のシェアが非常に低いと。それから大変頑張っておられるシャープさんのお話もあった

んですけれども、弊社もちろんＳＥＰを目指しておりまして、ある程度のものは持ってお

ります。確かにグラフに表れるほどではございませんけれども。ただＳＥＰの件数比率を

上げていくことにどれだけ投資できるかという思いも、同時にございます。むしろ心配し

ておりますのはＳＥＰ、まさしく標準ど真ん中だけではなくて、それがインフラとして使

われていたときに、どのようなサービスアプリケーションがその上で実現されるか、その

ときにどこまで特許でカバーされるかということですね。それは必ずしもＳＥＰではな



 -47- 

いだろう、ソリューションに対する特許のような形かもしれない。それは我々、ソリュー

ション特許ということを考えておりますので、将来新しいデジタルインフラの上に構成

される、今は実は当たり前のようなものに、何らかの他社さん、あるいは他国の特許がで

きる可能性もおそれておりまして、そういったことを防御的に我々、出願者さんとやって

いこうというのが一つ、思っております。ですから、これはどのように皆さん、お考えか

は分からないんですけど、ある程度もし意識が、共有できるものであると思って出しまし

た。以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。ただいまのことについて、どなたかコメントをい

ただける方はございますか。 

 では本日５件プレゼンいただきまして、大変盛りだくさんで興味深い内容も多かった

と思いますので、この後お帰りになりましてから追加で質問、あるいはコメント事項等発

生することもあるかと思いますので、そのようなことがございましたら、ぜひ事務局まで

御連絡いただければと思います。また、本日プレゼンいただいた方におかれましては、質

問等が生じたときには書面でお送りいたしますので、追加でお答えいただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（３）その他 

 

○相田主査  それでは最後に、議題その他として、今後の予定など事務局から連絡事項が

あればお願いいたします。 

○影井統括補佐  事務局でございます。次回の委員会につきましては、来年１月１３日木

曜日の開催を予定しております。また詳細については、別途御連絡をさせていただきます。 

○相田主査  以上で、事務局に御用意いただいた議事は全て終了したと思いますけども、

全体を通じまして発言を希望される方、おいでになりますか。 

 それでは、本日は大変お忙しいところ、また遅い時間までありがとうございました。本

日１２月に入ったばかりですけれども、次回はもう年を越すということですので、ぜひコ

ロナ等にも留意の上、よいお年をお迎えいただければと思います。本日はお忙しいところ

御協力いただきまして、どうもありがとうございました。これで閉会させていただきます。 

 

 


